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連携の輪を広げる
　 臨床宗教師研修は現在第10期が進行中であり、今年度中に、東北大学の研修修了者は150名を超えることにな
る。他大学機関の修了者等を合わせると全国の臨床宗教師は200名に迫る。これは目覚ましい数字であるが、都
道府県別に考えるとどうだろうか。たとえば北海道・東北には30名以上の臨床宗教師がいるが、それでも、「臨
床宗教師さんに来てもらいたい」という問い合わせが三件もあれば、もう対応が難しいというのが実情であろ
う。カバーしなければならないエリアは広く、ほとんどの臨床宗教師が「本務」を抱えている。そこで、すでに地
域での活動実績がある宗教者たちとの連携が重要になる。自殺防止、子育て支援、さまざまな領域に先達がい
る。もちろん、相談の内容によっては、宗教者以外の専門職につなぐことが必要な場合もあるだろう。そのよう
な窓口として機能することが、各地の臨床宗教師会の存在意義の一つだと言える。つねに風通しのよい組織であ
ることを心がけたい。そんな時に、「臨床宗教師」をどう伝えるか。「布教しません」ばかりでは能がない。求

められた時にはしっかりと宗教者として接する（ただし時と場所をわきまえ
て）ということも自信を持って伝えたい。
　 仲間作りも、一人一人への寄り添いも、一朝一夕には成果が出ない根気の
必要なことである。支援の輪、連携の輪を広げるために、臨床宗教師の方々
には、フットワーク軽く、息長く、そしてでき得るならば楽しげに、歩みを
続けていただきたい。東北大学実践宗教学寄附講座は、その運動を支える一
拠点として、来年度以降も臨床宗教師育成事業を進めるための準備を進めてい
る。引き続き各方面のからのご理解、ご指導をお願いする次第である。
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◆父親のこと
　 私の父親は手術によってがんを克服したものの、手
術から数えて4年半を迎えた頃にがんとは違う病気で亡
くなりました。父親は80歳で亡くなるまで宮城県北部
で暮らしておりました。パソコンのような文明の利器
を使うことはありませんでしたが、新聞や雑誌から
様々な情報を得て、現代社会に相応の知識と判断力を
持っていたものと思います。住民検診でがんの徴候が
見られると、ためらわずに複数の医療機関を訪れ、自
らの身に起こっていることが間違いなくがんであり、
しかもそれは手術でなければ治らないということも確
認し、とある病院に入院しました。実はここまでの流
れについて、息子である私は、すべて後日談として聞
かされ、一切知りませんでした。
　 入院後、さあ手術ということになってから、父親は
様々な不安に見舞われ、手術を拒絶し病院と揉め始ま
った頃に、耐えられなくなった母親が私に「実
は・・・」という相談をしてきたのです。母親からの
連絡を受けた夜、病院に見舞うと、父親は驚くことも
なく「おぅ、来たか」とだけ言って、時間があるのな
らば主治医や看護スタッフに挨拶して欲しいといい、
そこであらためて主治医グループの外科の先生方と話
し合うことで、父の手術拒否はすべて撤回し、翌週手
術を受け、その後の4年半は本人にとっても家族にとっ
ても知人にとっても、非常に充実した時間を過ごすこ
とができたのです。
　 さて、元気に回復した父親に、私はある疑問をぶつ
けました。「どうして、あの病院でお世話になること
にしたのか?」ということでした。私も三流の心理学者
ではありますが医学部に勤務した経験もあり、現在で
も医学部で「患者の心理学」を講義している立場で、
がんを専門とする医師の知り合いもいます。父は誰よ

りも息子である私の専門・職責を知っていたのです。
ならば、がんの疑いがあると言われて、真っ先に相談
すべきは息子だろうと私は思ったのですが、なぜ相談
してくれなかったのかということが、私には気になっ
ていたのです。
　 この問いに対する父親の回答は、表情を変えるわけ
でもなくためらいがあるわけでもなく淡々としたもの
で、「息子には心配はかけられない」ということと、
さらに「まず、カミサマに相談に行くのが当たり前だ
から」というものでした。
　 カミサマ・・・ご存じでしょうか。いわゆる民間信
仰です。拝み屋さん、拝み様、そしてカミサマ(我が家
では、この呼称でした。一応、カタカナにしておきま
すね)と呼ばれます。この習俗に関しては民俗学の立場
からは、霊能祈祷師と呼んでもよいのでしょう。とに
かく、私の故郷のある地区、そしてある家族にとって
は、もし迷うようなことが発生すれば、ためらわずこ
れらの人々のところに参じて、話を聞いてもらい、現
状を評価してもらい、解決のための方針を示してもら
い、あとは当事者がその示された方針に従い、解決を
祈る・・・といったプロセスを踏むのです。
　 そうなんです。私の父親は、少なくとも私が子ども
だった頃にも困りごとが起きると、ためらわずカミサ
マのところに出向き、そこで解決策を示され、それを
信じ、ほどなくして好転するという経験を積み重ねて
おり、今回の我が身に起こった一大事も、これまでの
手順にしたがい、カミサマに相談し、確かに好転して
いるのです。そうそう、先祖の墓参りと我が家を見守
る神社に詣でたことも、もちろんのことではありまし
たが。
　 さて、複数の医療機関からがんであるという確定診
断を受けた私の父に示された解決の方針とは、「自宅
から見て東の方角にある、見晴らしのいい病院に相談
すべし」だったそうです。父が言うには、自宅から南
東には10階建ての病院があるから、ここかな?と思っ
たそうで、最初はそこに行くことを決めかけたそうで
す。でも、紙の地図を広げ車をさらに東に走らせる
と、北東には４階建てではあるけれども、小高い丘の
上にある病院を見つけたそうです。これでまた悩むわ
けです。カミサマに行ったそうです。するとカミサマ
は、建物の色や正確な方角といった、私からすれば風
水かな?とも思えるような判断材料も話題に出したよう
ですが、明確に語られたのは、父に両方の建物の中に
ちょっと入ってみて、居心地の良い方があなたには合
うと言われ、翌日は南東の病院と北東の病院に出向

宮城県のカミサマ・民間信仰

宗教は心のケアにあらず心
の支えなり
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氏家靖浩
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き、少し足を踏み入れてみたそうです。南東の病院は
大変込み合い、その混雑だけで具合が悪くなったそう
であり、北東の病院は逆にがら空きで、待合室でピク
ニックのようにお弁当を広げてお茶を飲んでいるグル
ープもいたそうです。この様子から父親は迷わず、北
東の病院に決めたそうです。同行していた母親は、実
はその判断には大反対だったようですが、とにかくカ
ミサマの指示を信じていて、それ以外の人の意見を聞
き入れるような父親でないことは誰よりもよくわかっ
ていたので、この北東の病院で治療を受けることを認
めたそうです。ところが冒頭にあるように、いざ入院
はしてから手術に対する不安が生じたところに話が進
むのです。遅ればせながら、医療にも関わりのある息
子の登場です。
　 結果的には父親の判断は大正解で、本人のQOL(生
活、生命の質)は手術を受ける前よりも高くなったと自
他ともに認められる毎日が過ごせました。妙な言い方
ですが、亡くなる日も亡くなった後も、この病院とこ
このスタッフで良かったと心の底から思えているので
す。そう考えると、カミサマのご指示は、なんと正し
かったことか。
　 カミサマという存在を否定することは簡単でしょ
う。父親は相談に行くにあたって、手ぶらで行くこと
はなく、それなりのお金はもちろんのこと、手土産
(米、お酒、野菜・・・)も持参していたようで、税制
上の問題や、開業権、コンプライアンス、指示に従っ
た行為に対する責任といった、その他の社会的なあり
とあらゆる諸問題を指摘することが可能なのかもしれ
ませんが、このカミサマは、来談者(こう表現するしか
ないので)に十分な時間を確保し、丁寧に話を聞き取
り、そのうえで、政治的・宗教的(?)には中立で、来談
者に対してメリットがあると思われる方針を、極めて
控えめに、しかし、来談者にわかるように丁寧に話し
ているのです。
　 もし、お金を積んだら病気が治る、と言ったり、私
を信じさえすれば病気が治る、と言うようであれば私
も「なんだかなー」という気にもなるのですが(時たま
供養を求めているご先祖が登場することはあったよう
ですが)、下手な臨床心理士やソーシャルワーカーより
も見事に傾聴を実践し、問題解決のためのコーディネ
ートを実践し、カミサマ自身の価値観の押し付けはし
ていないと、少なくとも私の父親への対処について、
私は評価できるのです。これは、ケアをしているとか
ケアをする人という表現ではなく、心に寄り添い、心
を支えている、というしかないなと感じたのです。私

の父親が頼っていたカミサマは、心の伴走者でした。
これが宗教、宗教者の役割なのかなというのが、医療
にも関わり、コミュニティのあり方も研究している三
流心理学者の私の評価です。
　 なお、私の父親に関して言えば、息子という立場と
私が医療にも関わっていることを知っていながら、
「心配をかけるから」ということで、最初は相談をさ
れなかった私は、やはりまだまだ修行不足ということ
になるでしょう。このカミサマについても、父親は生
前から信頼している人にしか紹介できないと言い続け
ていて、私もいつか聞こうと思っているうちに父親は
亡くなり、母親も同じ年の暮れに、年末年始と寒い冬
を一緒に過ごしたいと考えたのか父を追いかけて急病
で亡くなってしまい、今のところ、このカミサマに関
する手がかりは私の手元にはまったくありません。伝
説、謎のままにしておくのがよいのかもしれません。
ただ、謎であるお陰で、私の心の中だけで生きてい
る、親を思い出せる大切な物語でもあり、私が相談を
実践する際の貴重な道標にもなっていたりするので
す。
◆自分のこと
　 父親のことを思い出していたら、それよりも四半世
紀も前の自分のことを思い出しました。少し触れてお
きます。大学の学部卒業後すぐ、私は精神科病院の心
理療法士として勤務しました。臨床心理士のようなし
っかりした教育システムができた現在ではありえな
い、そしてバブル景気で多くの普通の学生は就職に困
ることがなかった時代、それでも私のような落第生は
どこにも相手にされず、猫の手も借りたいという病院
に、猫よりはマシだろうということで雇ってもらった
のでした。上司であるベテランのソーシャルワーカー
は地域医療・福祉連携部門、役に立たない私は非採算
部門とも言われていました。
　 そんなある日、これまたベテランの精神科医である
院長が突然私を呼び出し、「これは氏家君の出番だ」
といって、祖母に付き添われた小学生の女児に会わせ
てくれました。しょんぼりしていました。詳細を聞く
と、いじめに遭って不登校とのこと。実は近所にお住
まいで、この病院には紹介されて来た、と言います。
おばあちゃんにとってはかわいい孫なのに、ある日突
然、学校に行かなくなってしまったそうです。大きな
総合病院の小児科に行っても病気ではないと言われ途
方に暮れていると、近所の方が「内緒にしていて欲し
いが、とても優れたカミサマを知っている。そこで拝
んでもらっては」という情報をくれたとそうです。藁
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をもすがる思いでおばあちゃんは、タンスに隠してい
たヘソクリ(死語)を封筒に包み、拝んでもらいに行っ
たそうです。そこで出会ったカミサマは「家の近くの
白い建物に行きなさい。そこで最初は忙しい人に会っ
たら、次にヒマな人に会わせてもらって、そのヒマな
人と何回か会っていると解決する」とおばあちゃんに
言ったらしいのです。私は心の中で「ホンマかい
な?」と思い、同時に「そのカミサマはこの病院の関
係者かな?」とも思いました。
とにかく、約1か月間、週に1、2回「通院」してくる
その子と、バトミントンをしたり、かけっこをした
り、カルタをしたり、しりとりをしたりして、充実し
た時間を過ごしました。やがて遊ぶだけ遊ぶと、その
子は、憑きものが落ちたように、とても爽やかに元気
になり、何事もなかったかのように、学校に戻ってい
きました。
　 病院に来るわけですから、薬は出なくても治療費は
支払います。そして、医師が治療の必要性を認めてか
ら私に預けてよこし、病院もおそらく2回に１回くら
いは「通院精神療法」として診療報酬の請求をしてい
たことと思います。
　 私の上司はその後しばらく、カミサマから患者さん
を紹介され、カミサマのおかげで非採算から脱出した
氏家君と私をあちこちで紹介していました。私は、困
ったという顔をするしかありませんでした。
　 ただ、事実として、後日おばあちゃんから病院は、
大変な感謝をされたようです。その頃はもうみんな忘
れていたみたいですが、私が気になっていたのは、最
初に病院に紹介してよこしたカミサマの存在です。病
院職員の家族であってくれ、と密かに心の中で思い続
けていたことを、父親のことを思い出しているうちに
一緒に思い出しました。
　 なお、この病院は東日本大震災による原発事故の影
響で現在、休止中であり、当時のころを確認すること
は容易ではありません。しかも長い時間の経過もあり
ます。これも伝説として、そっと胸に秘めておきたい
と思います。

◆カミサマに関わらずいろいろ
　 ご縁があって福井県に8年間ほど暮らしました。そ
の間、永平寺に行ったのはたった1回です。でも、こ
の1回で父と母を連れて行き、父と母は息子のおかげ
で生きているうちに永平寺に行くことができたと菩提
寺で語ったら、和尚さんに褒められたと言ってよこし
たので、良かったことにしています。

　 福井では大学内のカウンセラーとして印象的な出来
事がありました。ドイツ人のクリスチャンの先生が、
土曜日から日曜日にかけて1泊2日で行われた新入生合
宿で、日曜の朝に学生を教会に連れて行き、礼拝に参
加させていたというのです。ドイツ人の先生は、何名
かの日本人の先生から、教育に宗教を持ち込むなと!と
厳しく叱責されたそうです。すると、ドイツ人の先生
も反撃に出て、やはり1泊2日で行われた別なグループ
の新入生合宿で、日本人の先生たちが日曜の午前中に
永平寺に連れて行ったことは許されるのか?これも教
育に宗教を持ち込んだと言えるのではないか?と言い
出したそうです。
　 そこで、大学の他のカウンセラーは大忙しだったの
で、ヒマそうにしていた私が、ドイツ人の先生と日本
人の先生方との論争の仲裁役を指名されてしまいまし
た。そこでそれぞれを集め、両者には一切の発言を認
めず、私が一方的に「かように宗教は身近なものであ
り、他者のことは見えるが、自分への気づきは少な
い。これを機会に相手を見つめ、自分にも気づく絶好
の機会としませんか」と、思いつきのテキトーな言葉
を並べて、なんとか和解にこぎ付けました。そもそ
も、彼らも和解の機会を求めていただけなので、いず
れは解決したのでしょうが、一応、手打ちの場を作り
第三者が入ったことで彼らも面子が保たれ、私も少し
役に立ったのかなと思っています。少なくとも私は今
も彼ら全員となかよしで、ドイツ人に至っては仙台ま
でわざわざ会いに来てくれます。
　 きっと宗教は、洋の東西を問わず身近過ぎて、みん
な自分のまわりでどんな役割をしているのか、気がつ
かないのだと思います。私自身の博士号の研究は、四
国の香川大学医学部で行わせてもらったのですが、研
究が完結し行く機会が少なくなって、急にお遍路さん
に関心が湧いて来たりしました。また、突発的に挑戦
者魂に火がついて、しっかりと参拝をして3か月ほど
で御朱印帳5冊ほどになったりしています。これを話
題にして、私は出不精な心の病の方に、御朱印集めを
勧めたりしています。聖書から挑戦を促されていると
感じたり、善きサマリア人になろうと思ったり奇跡を
信じたりするのは、私の今の勤務先がそういう雰囲気
だから自然に出てくるのです。
　 さて、父の話から脱線したままで稿を終えようと思
います。こんな中途半端でテキトーな私の傍らにもき
っと、伴走してくれている宗教があると思いますの
で。

（うじいえ・やすひろ）
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１．セルフケア
　人のケアをする臨床宗教師は、セルフケアができな
くてはいけません。
　その理由には二つあります。一つは言うまでもなく
自分が疲弊してしまわないためですが、もう一つはケ
ア対象者のためです。自分自身が身心ともに疲れ切っ
ていてどうしてよいケアをすることができるでしょう
か？　人は自分が一杯になっているときは、他者に対
して優しくなれず八つ当たりをしたりします。ケアを
するどころか、逆にケア対象者や自分の周囲の人を傷
つけてしまうことになります。セルフケアは自分自身
とケア対象者そして自分を支えてくれる周囲の人のい
ずれにとっても大切なものなのです。「自己犠牲」の
ような「ケア」を続けていると、やがて相手を傷つ
け、自身の身心を蝕み、周囲の反感によって協力が得
られなくなり、ひいては臨床宗教師活動を継続するこ
とができなくなるなどよいことはありません。
　今回は、紙面の都合でセルフケアの具体例を紹介す
ることはできませんが、参考になる考え方を示します
ので、ご自身の状態を振り返っていただき、みなさん
とケア対象者の健康に資することができればと思いま
す。

２．ストレスとは何か
　おおざっぱに言えば、人間の身心に何らかの圧力が
加えられ、それに対して反応しようとする働きです。
過労や人間関係の困難などで身心の調子が悪くなるな
どが思い浮かぶでしょう。うつになったり引きこもっ
たりすることもあります。反面、勉強やスポーツの練
習などもストレスの仲間です。適度なストレスは能力
の向上をもたらすものです。

　私は、ストレス反応とは困難な状況に対する生体の
適応行動であると考えています。困難な出来事に遭遇
したとき、何とかそれを乗り越えようと努力し、うま
くいくこともあります。これは成功したストレス反応
といえます。
　しかしどう努力しても及ばない問題にもぶつかるで
しょう。そうした場合、これ以上身心が傷つけられな
いために、その現場から遠ざかり、安全な場所で傷を
癒やしつつ適応を摸索することがあります。うつにな
り引きこもることには、こうした意味も込められてい
ると考えています。いもむしがサナギになり、安全な
場所で自己改造して、蝶になって飛び立っていくよう
なイメージです。うつや引きこもりといった一見、う
まくなかったように見える反応にも、それなりに意味
はあるのです。ケア対象者が、ストレスに悩んでいる
時、悩みに共感しつつその適応的意味を考えて対処す
ることも効果的でしょう。

ヤママユのサナギ

３．「不安」とつきあう
　人と遺伝子がほぼ同じ（９９％）なかまに，チンパ
ンジーなどの類人がいます。彼らの思考や行動は人間
と極めてよく似ています。こうしたことからチンパン
ジーやゴリラなどの観察を通して人間の心理を研究す
ることも行われています。その成果の１つにチンパン
ジーは、悲観しないということが分かりました。半身
不随の寝たきりになっても絶望せず、「明るく」生き
ているということを京大の研究グループは報告してい
ます。このことを分析すると、どうもチンパンジーは
人間ほど先の未来予測をしないようです。寝たきりに
なってこれからどうなるのか、一生治らないのか、明
日からの食べ物をどうしようなどと考えて悩んでいな
いようです。人間はどうでしょうか？

セルフケアはなぜ必要か？
　

����
���

���

大村哲夫
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　人は、明日のことを考え、将来のことを考え、起こ
りうる不幸な出来事を予測してそれに備えようとしま
す。このことは人間の生活を向上させ寿命を延ばすこ
とをもたらしました。反面、病気や経済問題、環境、
事故、犯罪、戦争、老後や自分が存在しない死後の問
題まで常に不安を覚えながら生きるようになりまし
た。「被害妄想」や「不安神経症」は人間らしい症状
です。「杞憂」という故事は人ごとではなく、私たち
のことです。すなわち将来予測能力とは不安を感じる
能力と裏腹なのです。ですから人間として生きるとい
うことと、不安を感じつつ生きるということは切り離
すことはできません。人間は差し迫った現実の危機が
なくても、不安の元を探し出し不安を感じる生き物な
のです。人にものを買わせるにも、「これはよい製品
だから買ってください」ではなく、「買わなければき
っと損をしますよ」と言うと買うのだそうです。保険
などもそうですね。こうした人間の不安を利用した商
活動を「不安産業」とも言います。「先祖供養が足り
ない」とか「水子のたたり」などと言うのも不安産業
の一つです。

　 さて人間が、常に「不安」を抱い
て生きなければならないとすれば、不安から逃れるこ
とはできないのでしょうか？　宗教はこのことについ
て、このように教えています。いわく「明日のことを
思ひわずらふな」（キリスト教）、とか「而今」（仏
教）などと「今」「ここ」で生きることを説いていま
す。最近流行している「マインドフルネス」も「今・
ここ」を強調しています。

　人間は，他の生物よりはるか先の未来を予測し、そ
れに備えることで繁栄してきましたが、実態のない
「不安」に苛まれてきました。宗教は、この能力をい
ったん捨ててもう一度、他の生物のように「いま・こ
こ」で生きることを勧めているのです。そういえば私
たち人間は、ペットを飼うことで、「癒やされ」たり
します。ネコや犬、馬など動物の「いま・ここ」に生
きている姿は、私たちに大切なことを教えてくれてい
るからかも知れません。

田淵彩加　撮影

４．まとめ
　以上をまとめると以下のようになります。
１．セルフケアは、ケア対象者と自分自身のために必
要。
２．ストレス反応は、悪いことだけではなく、適応的
な意味もある。
３．「不安」は、将来予測能力と裏腹の関係にある。
「いま・ここ」に立ち帰ることで、不安から逃れられ
る。

　こうしたことは頭で分かっていても、そのままセル
フケアになるとは限りません。人間の感情はたいへん
強く、理性ではコントロールできないことが多いから
です。ただその仕組み・意味を知っていることで、心
理的に行き詰まったとき（あるいはその後）に客観的
に振り返ることが可能となるのです。意識することは
決して無駄ではありません。
　セルフケアの実際については、今後、フォローアッ
プ研修などで紹介していきましょう。
　では皆さん。身心ともにご健康で！ごきげんよう。

（おおむら・てつお）

大村哲夫撮影
（本文とは関
係 あ り ま せ
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九州臨床宗教師会　スーパーバイザー　緒方宏明

　 九州臨床宗教師会の準備を始めて３年ほどが経ち、
九州臨床宗教師会として発足したのが昨年１月17日
で、その日は阪神・淡路大震災から丁度20年という日
でした。九州から多くの宗教者が集まり、カフェ・
デ・モンクなど、結構積極的に活動してきましたが、
その矢先に、まさか熊本で大地震が起こるとは思いも
しませんでした。地震を前に、九州臨床宗教師会を発
足させ活発化させる、何か特別な力が働いたのではな
いかと思うほどです。
　 私自身は、日本学校心理士会熊本支部長という立場
で、臨床宗教師の活動とは別に、被害が大きかった益
城町や阿蘇地域に、子どもたちや学校の支援に出向
き、地元の心理士会として継続的に支援する体制づく
りを行ってきましたが、学校関係においては、今回の
熊本地震での心のケアのニーズは、地震の揺れ自体を
恐怖に感じた小さな子どもたちや、それを支える学校
や保護者が中心ではなかったかと思います。
　 ただ、亡くなった方が50名、関連死も含めると100
名程の方が亡くなっています。こうした方々の周りに
は、きっと臨床宗教師による心のケアを必要とする人
たちがおられるのではないかと思います。今回、こう
いった人たちに、どの程度お役に立っているのか、臨
床宗教師としての専門的な関わりがどの程度できてい
るのかを省察しなければならないと感じます。そし

て、臨床宗教師の活動を基に認知度を高めるととも
に、最近熊本でも動き出しつつある、地域における多
業種の連携に臨床宗教師が積極的に参加することなど
を通して、我々の手の届きにくい方々へのケアができ
れば幸いです。

熊本震災を振り返り
６期　國友朋子

　 ４月16日、本震の日私の住む久留米は震度５弱で自
坊の御本尊が今にも歩き出すように動いていたので
す。それから余震は続きましたが、熊本程ではなく日
常生活は直ぐに戻ることができました。
　 しかし、熊本はニュースを見るとカフェデモンク等
で通っていた熊本では無くなっているのです。それか
ら３日後、九州臨床宗教師会でテントを用意しては、
との話になり21日に震災後初めての熊本入りをしたの
でした。４月の時点では高速道路が熊本市内まで通っ
ておらず遠回りでの熊本市内入りで、通常1時間半程
度で行く道を3時間ほどかかりながら行き、まず吉尾
会長のお寺を朝方訪ね、支援物資を渡しに行きました
ら、車の中で仮眠をしていらっしゃったのです。
　 私は驚きました。電話では大丈夫と言ってらっしゃ
ったのに実際は余震の影響で家での生活が困難になっ
ていたのです。その時は少しお話しして心に引っ掛か
りながらも次の宇城市に居る糸山事務局の所に行った
のですが、もっとショックでした。その時は雨が降り
続いていて雨漏り、いや雨の降る本堂に御父様の御住
職が呆然と立っているのです。私はとっさに大丈夫で
すからとバケツを雨の落ちてくる所に並べながら雑巾
でふき一心不乱に大丈夫と自分にも問い掛けながら雨
漏りの本堂を片付けました。その時の雨の音、本堂の
匂いそれは今でも忘れられない光景です。
　 それから熊本の九州臨床宗教師会の方々が震災後ど
のような生活をされていたか明らかになり、同期の山
口さんはご自宅をご親戚の方の避難所に、金さんは信
者さんが祈りを捧げているときに金さんのお名前が天
から降りてきたと言うことで１３人と猫２匹方が避難
して共同生活、揺れのひどかった益城町の玉春さんは

熊本地震と臨床宗教師
熊本で大地震が起きてから半年になろうとしています。熊本の臨床宗教師の方々はこの間、どのように過ご
し、何を感じてこられたでしょうか。地震からの半年間の生活をふり返っていただきました。
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震災後の雨のため土砂が境内に流れ入ったとのことで
一時的にアパート生活等々ですが、吉尾会長も糸山事
務局も熊本臨床宗教師のの皆さんは、まず他の人が先
なのです。
　この時に覚悟を決めました。私は熊本震災に遇われ
た九州臨床宗教師会の方に寄り添おうと。私の寺の御
本尊が動き出すように私も動いてみようと、それから
半年たとうとしています。今迄に、グランメッセ熊本
でのカフェデモンク15回、益城町総合体育館でのカフ
ェデモンク20回、大江教会のカフェデモンク等7回計
42回このようにカフェデモンクができたのは全国の臨
床宗教師会の方々や各大学の先生、そのほか有縁の
方々の御協力の賜物であります。しかし熊本の九州臨
床宗教師会の方は元気で前に進んでいますが被災者に
は変わりないのです。まだまだ支援は必要だと思いま
すので引き続きのご支援宜しくお願い致します。

立野地区共同墓地にて

８期　金　聖孝

「突然、熊本教会の金牧師の顔が浮かんだのです」。
4月16日本震の後、避難場所は人であふれかえって入
る余地がなく、数カ所避難場所を求めて連絡するもす
べて断られ、夕方からの雨の予報に途方に暮れていた
なか、「避難場所を与えて下さい！」と神さまに強い
思いで祈ると、私の顔が浮かんだとオリーブの家(出
所後の住居、就労を支援するNPO法人）青木康正理事
長がニュースレターに「熊本地震での奇跡！」と題し
て述懐しています。「良いですよ」、そう返事をして
から13人(＋猫2匹）と私の一ヶ月にわたる共同避難生
活が始まりました。一ヶ月後、なんとか住める状態に
なったアパートに戻っていく彼らを見送りました。震
災時に教会の建物が避難所として用いられたことは恵
みでした。

　 私が所属する在日大韓基督教会(以下KCCJ）社会委
員会と日本基督教団九州教区は被災地支援として避難
所となっている御船町スポーツセンター(ピーク時300
名、9月23日現在90名)でドリーム･カフェを6月から
開催しています。火・水・金の週3日午前10時より午
後4時まで、カフェ・デ・モンクと基本同じスタイル
で伝道はせずというか、伝道のできない牧師や信徒が
マスターとなって、時にはライブ会場、歌声喫茶、マ
イ箸作り、ミサンガ作りなど様々な顔を持つ街の喫茶
店として避難所で生活する人たちと交流しています。
　また、時には地域の曹洞宗のお坊さんたちがカフェ
に合流し「行茶活動」をされます。またカフェと同時
に、住民の仮設住宅への引っ越しを軽四トラックで手
伝っています。被災家屋から荷物を出すときに、改め
て地震のすごさを実感します。避難所が閉鎖される時
期ははっきりしていませんが、カフェと引っ越し手伝
いは続けていき、仮設住宅での支援など今後もキリス
ト者としてきめの細かい支援に取り組んでいきたいと
思っています。そのため、熊本教会での働きは最小限
にしてもらっています。被災者支援は信徒の理解に支
えられてこそできることです。

熊本震災と支援活動を振り返って

5期　樋口泰巧

　 9月26日現在、熊本震災から5ヶ月が過ぎ、避難所
の統合や閉鎖と仮設住宅への転居が進んでおります。
しかしそれにより今後は被災者の悩みが見えにくくな
ると思われます。これからも長期に亘る支援活動が必
要だと気持ちを引き締めております。
　 振り返ると4月13日前震、突然鳴り響く緊急地震速
報とサイレンに驚き、家族と屋外に飛び出し、泣き止
まない子供を車に乗せて一夜を過ごしました。ラジオ
で熊本が震源とわかったものの、震源から100キロ以
上離れている佐賀でも灯篭が倒れる等の被害があり、
現地の状況が予測されました。これ以上の地震は無い
だろうと安心していた15日深夜、本震が起こり熊本で
の大きな被害が報じられました。
　まず信徒の縁者や友人知人の安否を確認。家屋が全
壊した友人宅もあり、水、食料、テントなど支援物資
を積み込み、初めて現地入りしたのが18日深夜でし
た。
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　 臨床宗教師会のメンバーにも甚大な被害があった方
もあり、準備もままならない状況下で吉尾会長をはじ
め、山口氏、國友氏の熱意で行われたグランメッセで
のカフェデモンク。広い駐車場にあふれる車中泊の被
災者の方々。
　 開店当初は手書きのダンボール看板と各自持ち寄っ
た物資でのおもてなしだったが、温かいコーヒーにほ
っと一息つかれ、ユーモア溢れるマスターのトークも
あり、回数を重ねるたび笑顔の輪が広がってきまし
た。
　着替えることも
出来ず、子供を遊
ばせる場所も無
い、そんなお母さ
んたちが食事のこ
と、お風呂のこ
と、洗濯のこと、
学校のこと、今後
の家のこと。仕事
のこと。そんな色々なことを時間の許す限りお話して
いかれました。
　 東北を初め、全国から寄せられた温かい厚志に感謝
し、出来うる限り開店してあげたいと臨床宗教師皆そ
れぞれ法務の合間をぬって、九州各地からお手伝いを
いただきました。檀家さんの協力もあり一緒にお手伝
いさせて頂く機会もいただきました。
　 夜に駐車場に戻られる皆さんのために、國友さんの
提案で時間をずらし夏の夜のカフェデモンクを行った
こともありました。
　 6月からは金さんの縁故で益城町総合体育館に移動
して継続されたカフェデモンク。東北や関東、関西か
らも臨床宗教師の仲間の温かい支援やお手伝いをいた
だいて勇気付けられました。
　 3ヶ月を過ぎ、ようやく気持ちが落ち着いてくる
と、撤去される自宅を見て「これが現実だ」と気付い
て涙が止まらなくなった、とお話しされたり、希望を
失い避難所のベンチや屋外の日陰でただぼんやりと過
ごしておられる方も見受けられるようになりました。
そんな中、國友さん、山口さんは一人ひとりに声を掛
け、寄り添いながら話を聞く日々を重ねました。被災
地で同じ目線で話を聞くことの出来る女性の力の大き
さと重要性にも改めて気付かされました。
　 震災後時間が取れない状況であっても、行政やボラ
ンティアスタッフとのしっかりとした連携が必要不可
欠であり、今回まめに確認事項を重ねたからこそ、臨

床宗教師の公共的な活動がスムーズに行われたのだと
思います。
　 現在益城町では避難所の閉鎖に向けて準備中です
が、まだまだ続く支援活動とこれから本番となるであ
ろう精神的ケアに向け、自身も心構えを新たにし、細
くても継続し末永く取り組んでまいりたいと誓ってお
ります。
　 全国からの支援ありがとうございました。心から御
礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　合掌

６期　桑野賢瑞 

　 地震発生後、九州臨床宗教師会より4月23日に地震
に対する対応などの話し合いの案内がありましたが、
既に支援活動を始めている県内の大谷派若手僧侶達と
の連携や全国から安否の確認と同時に支援の申し出が
あった事、同じ熊本県内でもほぼ被害らしい被害がな
かった天草地域に住んでいた事もあり、地元で支援し
てくれる人を募り、地震直後の17日、21日、24日と必
要な物資が集まり整い次第被災地各所へ炊き出しと物
資搬入を行いました。
　 以前阪神淡路大震災にボランティアで入った友人の
体験談の中で、地震直後の混乱する中では、「先ずは
物資、お念仏よりおにぎり一個を求められた。」との
言葉が思い出され、臨床宗教師としての活動より、衣
食住の支援が優先と考え大江ルーテル教会でのカフェ
デモンクには参加せず、炊き出しを中心に被災地への
支援活動を優先しました。
　 また、本震後も震度4以上の強い余震が頻繁に続
き、支援活動で入った被災地でも幾度となく強い余震
を体験する状況は地震後というより、いまだ地震の最
中という意識が被災者も支援者もあったのではと思い
ます。その後、熊本市内では避難所生活が続く中でも
比較的早く物流が回復した為、支援活動の方法と内容
を活動の中心になっていた真宗大谷派の天草地域の若
手僧侶達と振り返り検討する中で、単なるボランティ
ア活動ではなく、真宗大谷派の僧侶として「人に遇
う、自分に遇う」と言うテーマを各自が持って今後の
支援活動を行い、被災者に接していくことに話し合い
確認し、活動内容を検討することにしました。
　 その頃すでに九州臨床宗教師会により県内最大の被
災地である益城町のグランメッセ熊本でのカフェデモ
ンクが開かれていて、私自身も5月の連休から参加し
ていたので、臨床宗教師の活動を説明し天草地域から
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の支援活動の指針にならないか何度かカフェデモンク
にも参加してもらいました。以後も炊き出しなどの支
援も継続して続ける一方で、避難所が順次閉鎖され仮
設住宅での支援活動へ移行するため九州臨床宗教師会
の吉尾会長とも相談して、いろんな形で協力しての活
動ができないか検討中です。

８期　川窪由美子

　 畦道の彼岸花が咲き、田園の稲穂も色づき頭を垂れ
る。毎年見る風景が突然崩れることを誰が想像しただ
ろう。
　５ヶ月前、４月14日熊本益城町を中心に大地震が発
生し、16日には震度７を観測する本震が熊本全域を襲
った。錯綜する情報のなか、臨床宗教師の仲間の安否
確認を急ぐが、なかなか繋がらない。ようやく連絡が
取れたものの、熊本の皆さんは家屋やお寺の本堂など
に被害を受け被災者の立場にあった。
　 早急に必要な、水やお米を車に積み込み車中泊覚悟
で鹿児島を出発、ひたすら走ること約６時間、熊本に
近づくにつれ道路は波打ち、家屋は倒壊している惨状
を目の当たりにして天空地異を感じた。
　 到着早々に炊き出しに飛び入り参加、何もわからな
いまま夢中で手伝い避難所や運動場での車中泊の方々
に声かけをする。
　 九州臨床宗教師会は、『災害対策本部』を設立。情
報共有化や活動方針の理解を含め現状に沿った役割分
担等を決めた。これは、東北大学実践宗教学寄附講座
が道導となり、臨床宗教師として大切な連携に繋が
り、私達の背中を押してくれた。
　 震災後、いち早く開店させた「カフェ・デ・モン
ク」に参加、コーヒーやお菓子など準備する。グラン
メッセ益城の「青空カフェ」は、被災者の方々が来て
下さるか思案していたが、一人また一人とコーヒーの
香りにひかれてか来店、温かいコーヒーを飲んでいた
だけた。最初は、コーヒーだけでいい、話したくない
との被災者の想いを理解し、挨拶を交わし何気なくお
菓子を配る。
　 カフェ・デ・モンクの開催で、何回もお逢いするう
ちに少しずつではあるが、地震発生時の恐怖や様子を
話して下さるようになった。
「あんたと話したばってん胸ばスーとした、また明日
から頑張らんばね」と少し笑顔を覗かせてもらえた。
家は全壊し仏壇やお位牌も全部潰れ、拝むものがない

との言葉に、「手作りですが…良かったらどうぞ」と
持参したブレスレットを差し出した。
　 「優」・「愛」・「感」・・・など一文字いれたブ
レスレットに、自分の名前と同じ字を見つけ「私がお
るがね・・・自分の字をみて和む」と喜んで頂けた。
（ご近所さんやお友達のぶんも…いっぱいどうぞ）
　 災害から完全復興するには、まだまだ時間がかかり
支援も必要です。被災者の生活も避難所から仮設住宅
へと移り、新たな生活を余儀なくされると考えられま
す。
　 カフェ・デ・モンクの活動も多様化し経費的にも人
的資源も更に求められるとおもいます。色々な課題は
山積しています。臨床宗教師として被災者に寄り添っ
た行動が出来る様にしていきたいと思う。

悲嘆はそれぞれ。協働・認識の共有へ
６期　山口達也

　 「テレビを見ている？。自宅はどう？」。4月14日
深夜。知人からの1本の電話が事態を知らせる最初だ
った。本に没入していたからか、この時は「地震か、
まあそのうち安否確認をしてみるか」という極めて他
人事の感情だったことを覚えている。
　 熊本空港が閉鎖したため佐賀空港に飛び軽トラック
を調達して自宅に戻ったのは本震のあった16日未明か
ら20時間すぎた当日の夜だった。最も被害が小さかっ
た我が家に親類3世帯10人が身を寄せた。ここで初め
て被害の認識ができたときでもあった。妻に言わせれ
ば「あの怖さを実体験していないから」と一瞥され
る。同じ体験をするかしないかは「共有するものが違
ってくる」ようだ。
　 身の周りの日常が崩れた場合は心身ともに非常事態
に陥る。冷静かどうかという視点ではみな冷静なのだ
が、異常な中での冷静さなのだ。皆が興奮しているの
で、興奮していることに気づきにくいのだろう。
九州臨床宗教師会でも興奮が入り込んでいたかもしれ
ない。まずはどこからが「公共」と判断するかだ。公
共を狭く言えば自分の外側は公共という視点もある
が、まあ実際には家庭生活＝家族外が公共、檀家対応
は公共対応だ、という視点。檀家は「利害関係者だけ
に関係者以外からは公共とは見えにくい（言えな
い）。熊本地震での対応として臨床宗教師の活動は最
もニーズのあるところを見つけて対応したほうがい
い」という視点との相違。被災状況と、協働したい行
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為・会や臨床宗教師としての目的を俯瞰できる情報の
共有がこうした緊張状態を解きほぐしてくれる期待は
あるが、潜在的な個人感情＝非日常での判断が先行せ
ざるを得ない非常時だけに、いったん入った傷は傷と
して痕跡を持つのかもしれない。それは被災地外にい
る関係者との間でもいえるようだ。「見えにくい感
情」を伴う情報を共有し続けるのは難しい。（ただ
し、違いを認識する体験を共有できるのはネットワー
クのだいご味だ。参画していないと経験できない）
　 こうした中で大規模災害時の課題は、被災者のうち
特に生命を脅かす危機にどう対応していくかが、まず
は共有できる点だった。ただその期間はインターネッ
トが発達した現状で連絡を取り合う間柄でも２週間超
はかかったのが実態だ。情報を部分共有する層（グル
ープ）とはさらに日数がかかっている。
　 宗教者もしくは宗教団体によるボランティアは今回
も各地で活動した実態が残っている。仏教系もキリス
ト教系も炊き出しボランティアは喜ばれているようだ
った。臨床宗教師会としてはどうか。実績といっても
そうありもしない。マスコミで何度となく取り扱われ
てはいるがそれを認知してくれている人は関係者以外
そういない。
　 4月下旬、臨床宗教師の成り立ちやパンフをもって
コーヒーなどの飲料提供するボランティア活動を申し
込んだ熊本市の主要避難所の一つ。「飲料も足りてい
ますので必要になったら連絡します」とシャットアウ
ト。この程度であるのだ、社会の認識は。一方で
YMCAを宗教団体の一部という認識は薄い。認識する
必要もない。熊本では認知されている団体だからだろ
う。現在の益城町でのカフェ・デ・モンクもＹＭＣＡ
の力をお借りしている。
　 臨床宗教師会や臨床宗教師が社会の中で継続的に役
に立つには、ＹＭＣＡのような社会認知を得ることが
求められるのではなかろうか。それには先のように利
害関係者と最も思われにくいところで活動を広げるこ
とがカギを握るのかもしれない。具体的にはどうやる
か。年間200日以上の活動もしくは一般社会がいつで
も関与できる拠点・体制があれば社会資本としての認
知も確実になっていくのだろうか。
　 生死観を揺さぶられた東日本大震災と比較するもの
ではないが、資本喪失感をきっかけに悲嘆を深める被
災者が多い熊本地震。ここでの九州臨床宗教師会の活
動は緒に就いたばかりだし、生死観の揺さぶりによる
感情の共有ができにくい中で、いかに協働していくか
が課題と思えている。

被災者の悲嘆はそれぞれ。臨床宗教師という活動で対
応しようというのであれば、連携でどう対応していけ
るか、協働・共有の努力もしつづけることが大事のよ
うにも見えている。年度後半は被災者のみならず、昨
年度に構想を抱いた熊本・九州で悲嘆対応できる人材
づくりへのアプローチも思い起こしたいところだ。

でも阿弥陀さまはいる！
３期　糸山公照

（九州熊本地震において被災地の実情をご理解いただ
き支援金やボランティア等で復興のためにご支援いた
だいていることを深く感謝いたします。ありがとうご
ざいます。）

「お寺が避難所として機能しない。」
14日21時26分豊野町震度６弱を受け、２家族７名がお
寺に避難した。
16日１時25分豊野町震度６強、お寺の棟、瓦、壁が落
ちる。
「お寺も危ない！別のところに避難しよう！」
避難所の体育館へ。525名が避難。当然、入りきれる
わけでもなく半分の250名が車中泊。
　 身体が悪いおじいちゃん、おばあちゃんを車中泊さ
せるわけにはいかない。特別養護老人ホーム『水晶
苑』に石村施設長連絡。「じいちゃん・ばあちゃんだ
けでも受け入れてもらえんね！」「わかった！とりあ
えずきなっせ！」
　 老人ホームにいくと、避難者でごったがえしてい
た。通常利用者75名、デイサービス40名やスタッフ65
名の180名に加え、その家族や避難者が151名。総勢
331名が避難していた。
　 下からドーン！と突き上げてくる地震の恐怖と不安
で身体がぶるぶる震えているおじいちゃんやおばあち
ゃんが廊下でうなだれている。
「これじゃ寝ることもできん！畳ばもってこ！畳は本
堂のをつかえばよか！」
「ここは新しかけん。大丈夫よ。心配せんでよか。す
こしは横になりなっせ」
　ここからが、始まりだった。
　 朝が来て、本堂を行くと、ご本尊の阿弥陀さまが、
首が折れ、無惨にも横たわっていた。400年光照寺を
支え、私の心の拠り所であった阿弥陀さまが見るに堪
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えない痛ましい姿になっておられた。私は全身から魂
が抜き取られたように、そこにすとんと腰をついた。
　 私は、木箱を用意し、阿弥陀さまの破片の一つ一つ
を丁重に集め、納棺し読経した。あたかも、それは、
阿弥陀さまのお葬式をしているかのようだった。私の
中で阿弥陀さまがいなくなった瞬間だった。これから
の私は、目の前の混乱の中に巻き込まれ、自分自身を
失っていく。一種のパニック状態に陥っていた。
　 「家もつぶれ、仏壇もつぶれ、お墓もつぶれお参り
がでくる場所がほしか～」とおばあちゃんがお寺にお
参りにきた。門徒会館に仮本堂を造ることにした。
　 床の間の中央に「南無阿弥陀仏」の六字名号を掲
げ、右に親鸞聖人、左に蓮如上人。台を置き燭台と花
瓶と香炉をお飾りした。これが、本来の「お内仏（仏
壇）」の原型であろうと感じた。でも、私の中で何か
足りない。阿弥陀さまがいない。そこで、浮かんだの
がお釈迦様の涅槃像。六字名号の前に、ご本尊である
阿弥陀さまを供え、折れた首を横に涅槃像のように安
置した。ここで背筋に一本ピーンと柱がたった。私の
中に阿弥陀さまが帰ってきた。

　 「本尊は掛けやぶれ、聖教は読みやぶれ」と蓮如上
人のお言葉が湧きあがってきた。私が勝手に阿弥陀さ
まを閉じ込めていた。「私を箱に閉め込むな！お勤め
をせよ！仏法を聞け！立って歩め！」と言われている
ようだった。
　　如来大悲の恩徳は
　　　　　身を粉にしても報ずべし
　　師主知識の恩徳も
　　　　　骨を砕きても謝すべし（恩徳讃）

　 私は、仏弟子であり、真宗大谷派の僧侶であるとい
う土台に樹って、臨床宗教師として歩んでいる。

熊本地震
７期　玉春なおみ

　 4月14日夜、震度7。4月16日未明、震度7。震源地
の益城町で、震度6クラスの余震が続く中、今までの
常識が全く通用しない事態であることを体感。生かさ
れていることに感謝し、目の前の出来事をあるがまま
に受け入れる覚悟をしました。
　 地震による家屋倒壊で御門徒2名死亡。葬儀場も被
災し、火葬場での仮葬式に、避難所の車中泊から直接
出勤する住職を送り出しながら、御門徒に必要とされ
ているお経と住職を大切にしようとあらためて感じた
ことでした。
　 通いの副住職だった夫が継職し、住職と共に坊守と
して入寺したのが昨年10月。ようやくお寺の生活に慣
れてきた頃の熊本地震でした。ほとんどの御門徒が被
災されており、御門徒が安心してお参りできる状態に
お寺を復旧させることがこの半年の目標でした。まだ
まだ補修工事途中ですが、9月の彼岸法要に御門徒の
お参りをいただき、少し落ち着いてきています。
　 地震直後から全国の皆様のご支援にとても勇気づけ
られ、心から感謝しています。そして、被災者であり
ながらも活躍される九州臨床宗教師会はすごいと思い
ます。益城町で開催されるカフェ・デ・モンクのお手
伝いをしたいと思いつつも、まずはお参りの御門徒と
住職、補修工事のバックアップに精を出しています
が、いずれ自坊でカフェ・デ・モンクを開きたいなと
思い描いているところです。
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【研修データ】
期間：2016 年5 月9 -11日、6 月7-8 日、7 月13-14 日
全体会会場：天理教華速分教会信者詰所（奈良県天理市）
実習先：小笠原内科（岐阜市）、西栄寺訪問介護福祉事業お
寺の介護はいにこぽん（大阪市）、ささえ愛よろずクリニッ
ク（新潟市）、松阪市民病院緩和ケア病棟（松阪市）、長岡
西病院ビハーラ病棟（長岡市）、沼口医院（大垣市）
研修修了者：7名（高野山真言宗3名、泉涌寺派・大覚寺
派・智山派・御室派各1名。すべて男性）
地域：東京、京都、岡山、香川、徳島、佐賀
年齡：32歳～70歳

プログラム内容
講義科目
「臨床宗教師の理念」「精神保健福祉」「臨床宗教師の倫
理」「宗教学」「ひのきしんの意味」「緩和ケア」「スピリ
チュアルケア」「会話記録の作成法」「宗教的ケア」「実習
先説明」「臨床密教学」「グリーフケア」「仏教福祉」「公
共性の確保」「社会福祉」「人権擁護」「民間信仰論」「宗
教間対話」
グループワーク
「オープンダイアローグ」「傾聴」「実習振り返り」「ロー
ルプレイ」「会話記録」「研修振り返り」
実習科目
「ひのきしん」「日常儀礼」「現場実習」

　 種智院大学臨床密教センターでは第1回目の臨床宗教師養
成講座を実施し、この度7名の修了生を送り出すことが出来
ました。
　前掲のデータをご覧頂ければ一目瞭然ですが、この度の講
座は期間・カリキュラム内容共に、現在東北大学で行われて
いる臨床宗教師研修の内容に準じたものであり、今回の講座
実施に際しては、実際に講義を担当頂いた谷山洋三先生を初
め、東北大学実践宗教学寄付講座様、そして東北大、龍谷大
の臨床宗教師研修修了生の皆様に御指導、お力添えをいただ
きました。ここに改めまして感謝申し上げます。

　さて今回当センターで行った研修では、大きな特徴として
受講資格を真言宗の僧侶に限定しました。種智院大学は真言
宗の開祖弘法大師空海が作られた日本最古の私学と言われる
「綜芸種智院」をルーツにする大学であり、真言密教の教え
を社会の様々な問題解決に活かすことは、大学の存在意味で
もあり責務でもあります。このことを踏まえ、種智院大学と
して研修を実施する以上「真言宗僧侶としての臨床宗教師」
にこだわり、講座を実施したいと言う思いがありました。
　しかし、臨床宗教師の大きな特徴として「様々な宗教者の
連携」があります。それを承知の上で、前述のような考えか
らこの度「真言宗僧侶に限定」したわけですが、当然ながら
このことについては実施以前から賛否両論がありました。
　そこで今回の講座では、前述のように基本カリキュラムは
東北大で行われいているものに準じながらも、2点の工夫を
しました。
　まず１点目は、合宿形式で行う全体会を奈良県天理市にあ
る天理教の施設で行いました。特にこの度は東北大臨床宗教
師研修第５期修了生の上田禮子様のご協力により全体会の全
日に渡り、天理教浪華分教会様の信者詰所を使わせて頂くこ
とができました。そして全体会中は毎朝、天理教本殿で行わ
れる朝のお勤めに参加させて頂き大変貴重な宗教体験をさせ
ていただきました。朝のお勤めでは天理教独自の手振りがあ
るのですが、これについては上田さんを初め、浪華分教会の
関係者の皆様に毎晩手ほどきをして頂き、全体会最後の朝の
お勤めでは受講生が皆手振りをきちんと出来るまでになりま
した。

　この指導に限らず、浪華分教会の皆様には色々と研修をお
手伝いいただき、研修生の皆さんにとっては、天理教の方々
との非常に濃密な宗教間対話が実現しました。さらに今回の
研修では、他にも東北大、龍谷大の臨床宗教師研修修了生で
ある天台宗、浄土宗、浄土真宗の方々にもお手伝いいただ
き、結果として受講生にとって広く宗教間対話が実現したこ
とは予想外の嬉しい結果でした。また、天理教施設に泊まり
込んでの研修自体、周りの雰囲気から受講生の皆さんは自分
とは違う宗教の雰囲気を強く感じていたようです。
　２点目は、カリキュラムに天理教の教義と真言宗の教義に
関するものを設置しました。天理教の教義に関しては、これ
まで天理教が震災や子供の非行などの様々な社会問題に対し
てどのように教団として取り組んできたのかを講義して頂

種智院大学臨床密教センター主催
第１回臨床宗教師研修報告

種智院大学臨床密教センター長

               松本峰哲

手振りの練習
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き、教義を社会実践に繋げる重要性を学びました。また実
習として参加させて頂いた天理教の宗教的奉仕活動である
「ひのきしん」では、天理高校の女子学生の皆さんと天理
教本殿前の花壇の植え替えをさせていただきました。植え
替え作業中、学生さん達と触れ合う中で、彼女たちから単
なる奉仕活動ではない「ひのきしん」の精神の奥深さを学
ばせてもらいました。

　 真言宗教義に関して
は、主に『大日経』『金
剛頂経』といった密教経
典や空海の著作を中心に
密教の教えを臨床宗教師
活動にどのように結びつ
けて考えてゆくかを学び
ました。臨床宗教師は宗
教・宗派の違いを超えて
協力しながらで活動する

わけですが、当然ながら１人の宗教者が全ての宗教・宗派
の教えをカバーするわけでありません。他宗教の方々と共
同して活動する中で、様々な場面ごとに自分の宗教ならこ
んな時どう考え、どう行動すべきかを考える機会が必ずあ
るはずです。そんな時、真言宗の僧侶としてブレない教義
理解は絶対に不可欠であり、これがブレてしまうと、臨床
宗教師である以前に真言宗僧侶ではなくなってしまいま
す。ですから、臨床宗教師の活動を教義に結びつけて考え
ることは、将来臨床宗教師の数が増え、海外のチャプレン
制度のように様々な場所で多くの宗教者が連携して活動す
る時が訪れた時に必ず必要なると考え、カリキュラムに設
置しました。
　 今回の研修は、主催者としては甘いかもしれませんが予
想以上の成果があったと思っています。講座を実施するに
あたりご指摘を受けた宗教間対話に関しても、前述のよう
に多くの皆さんのご協力のお陰で、予想外の充実した対話

の機会を得ることが出来ました。それ以上に今回ひとつの
天理教という宗教にこれだけ濃密に接することが出来た経
験は、今後他の宗教の方々と接し、活動するときに必ず役
に立つと確信しています。
　 現在、来年度第２回目の講座実施に向けて準備を進めて
います。来年度も基本方針は変更しない予定ですが、カリ
キュラムについてはさらなる充実を目指して検討を進めて
います。そして今後も研修を通して、臨床宗教師の「宗教
者」であることの意味を深く考えてゆきたいと思っていま
す。
　 最後に今回の研修をお手伝いいただきました東北大の谷
山先生を初め臨床宗教師の皆様、講師をお引き受け頂いた
先生方、現場実習をお引き受け頂いた各病院の皆様、そし
て特に天理教浪華分教会の上田様を初め天理教の皆様、改
めましてお礼申し上げます。本当に有難うございました。
＊来年度実施予定の第２回臨床宗教師養成講座については
詳細が決まり次第、種智院大学のHP、臨床密教センターの
フェイスブックで発信してゆきます。

（まつもと・みねのり）

ひのきしん終了後、天理高校の皆さんと天理教神殿前で記念撮影

ひのきしんの様子
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第９回臨床宗教師研修報告

　 第９回臨床宗教師研修は、今回初めて曹洞宗洞源院
様を会場にスタートした。石巻市渡波の海岸が眼下に
広がるこのお寺は、東日本大震災直後には400人もの
方々を受け入れる避難所となったことで知られてい
る。小野崎ご住職夫妻には貴重な体験談をうかがうこ

とができた。
曹洞宗統禅寺
様、浄土宗蓮
光寺様にも会
場の提供をい
ただき、また
北海道東北臨

床宗教師会の皆様のご協力で研修の円滑な運営が可能
となった。記して感謝申し上げる。修了者は15名で、
第９回までの修了者数は累計141名となった。

　 今回から講義科目に「倫理ガイドライン」の解説を
設けた。臨床宗教師倫理綱領の主旨をより実践に則し
て理解していただき、現実に生じる諸問題に対応力で
きるようにするためである。（倫理綱領、ガイドライ
ンはウェブ上で公開している）。
　 また、「セルフケア」の講義も加わった。宗教者は
もともと神仏などへの信仰を支えとして生きており、
日々、自分の信仰対象に向き合い、重荷を委ねること
によって、自然にセルフケアができている。それが他
の援助職とは異なる臨床宗教師のアドバンテージであ
る。このような考え方があるが、燃え尽きを防ぎ、円
満な人間関係に支えられながらケアを行うためにセル
フケアへの意識づけが必要と考え、採り入れた。大村
先生の講義に続いて、スーパーバイザーの皆さんそれ
ぞれの工夫もうかがった。
　 もう一つ新たに設けた講義が「ケアと人権」であ
る。人権や差別の問題については、従来も原発事故と
の関係で渡邊祥文師による講義を設けてきたが、今回
は、それに加えて、より緊急性の高いケースへの対応
を学ぶという狙いも含めて、自殺防止電話相談の経験
を持つ金田諦応師に講義をお願いした。以上に伴っ
て、全体会３は従来より長く、二泊三日のスケジュー
ルで行われた。
　 講義科目名は同じでも、内容は毎回少しずつ変化を
続けている。たとえば伊藤文雄先生の「臨床宗教師の
理念」は、今回、受講生の自己紹介を組み込んだワー

研修データ
期間：2015/5/16-18, 6/14-15, 7/19-21 
場所：石巻市曹洞宗洞源院、石巻市曹洞宗統禅寺、仙
台市浄土宗蓮光寺、東北大学、他
修了者：15名(うち女性3名)
宗派内訳： 曹洞宗(2)、真宗大谷派(2)、日蓮宗(2)、臨
済宗妙心寺派(2)、時宗、本門佛立宗、真宗仏光寺派、
天理教、禊教、立正佼成会、ザ・パシフィック教団
地域：岩手、宮城、東京、神奈川、静岡、岐阜、三
重、滋賀、兵庫、熊本
年齢：26才～61才（平均43才）
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クの形式を採り入れて行われた。被災地の復興の進展
（と停滞）を踏まえて、被災地支援に関わる諸講義の
内容も毎回アップデートされている。

強風の渡波海岸堤防での慰霊

カフェデモンクでは生演奏も

日常儀礼（座禅）

グループワーク

修了式
（文学研究科長佐藤弘夫先生）

プログラム内容
講義科目
伊藤文雄「臨床宗教師の理念」（30分）、大村哲夫「臨床宗
教師の倫理」（60分）、谷山洋三「スピリチュアルケア」
（50分）、谷山洋三「グリーフケア」（90分）、金田諦應
「カフェデモンク」（60分）、長谷川公一「放射能の影響」
（90分）、谷山洋三「会話記録の作成法」（30分）、谷山
洋三「公共性の確保」（60分）、河原正典「在宅緩和ケア」
（90分）、高橋悦堂「臨床宗教師の社会実装」（30分）、
鈴木岩弓「民間信仰論」（90分）、谷山洋三「宗教的ケア」
（60分）、吉田裕昭・高橋悦堂「地域と文化」（60分）、
渡邊祥文「人権擁護」（60分）、木村敏明「宗教間対話」
（60分）、高橋原「実践宗教学」（60分）、片柳光昭「精
神保健と医療」（90分）、金田諦應「ケアと人権」（120
分）、谷山洋三・大村哲夫・森田敬史・高橋悦堂「セルフケ
ア」（90分）、谷山洋三・森田敬史・高橋悦堂「実習先説
明」（60分）

グループワーク
森田敬史「死の経験」（50分）、谷山洋三・森田敬史・高橋
悦堂・大村哲夫「傾聴」（60分）、同「実習振り返り」
（30分×7）、同「ロールプレイ」（90分×2）、同「会話記
録」（210分×2）、同「研修振り返り」（50分×4）

実習科目
傾聴実習（カフェデモンク）（240分）、追悼巡礼（150分
+90分）、日常儀礼（15分×12）、傾聴実習（各地）（480
分×3）

実習先
爽秋会岡部医院、爽秋会ふくしま緩和ケアクリニック、崇徳
会長岡西病院ビハーラ病棟、徳養会沼口医院、立正佼成会付
属佼成病院ビハーラ病棟、にじいろのいえ、カフェ・デ・モ
ンク、聖徳会小笠原内科、松阪市民病院緩和ケア病棟、
NPO法人東北ヘルプ、スペルマン病院ホスピス、上尾中央
総合病院緩和ケア病棟、特別養護老人ホームひかりの園、西
栄寺訪問介護事業お寺の介護はいにこぽん
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第９回臨床宗教師研修を修了した皆
様にご感想をうかがいました。

村尾雄志（日蓮宗）

日蓮宗の村尾雄
志です。僧名は
日寶と申しま
す。このたびは
ご指導賜り誠に
ありがとうござ
いました。受講

に際しての「生育
歴」「信仰歴」の課題と三ヶ月の研修
を通して自分自身の生と死を見つめる
機会となり、諸行無常に対する覚悟と
安心が深まったように思います。当初
は臨床宗教師としての活動は純粋に利
他なのだろうか。我儘な自己実現の場
ではないのだろうか。というモヤモヤ
した思いがありましたが、先生方や参
加されておられる方のお人柄に触れさ
せていただきそうした思いが払拭され
ました。また実習先の緩和ケア病棟で
は、医師、看護師、スタッフの皆さ
ん、そして臨床宗教師がチームとなっ
て真摯にケアに取り組んでおられる姿
に、家庭のような温もりとホッとする
ような心地良さを感じました。
　 宮沢賢治の「雨ニモマケズ」の文末
に「ミンナニデクノボートヨバレ　 ホ
メラレモセズ　クニモサレズ　ソウイ
ウモノニ　 ワタシハナリタイ」とあり
ます。「皆の仏性を尊重すること」
「執着をしないこと」とご自分を戒め
ておられるようにも思えます。私も法
華経の信仰者としてそうありたいので
すが、生臭な私は反省する事ばかりで
す。それでもこんな私でも、同じ道を
志す良き友として臨床宗教師の末席に

座させて頂きましたことに感謝し恐縮
しております。
　 私は現在52歳です。加齢による症状
が次々に出てきております。薬の種類
も増えました。「老いるとはこういう
ことだ」と少しずつ感じております。
いずれ「死ぬとはこういうことだ」と
身をもって知る時がきます。日蓮聖人
が「賢きも　 はかなきも、老いたるも
若きも定めなき習いなり。されば先ず
臨終のことを習うて、後に他事を習う
べし」と示されておられますように、
臨床宗教師の研修は「臨終を習う」こ
とにつきると思います。
　 若し臨終が暗い怖いものならば、そ
の苦に寄り添い、倶に悩み、倶に祈
り、少しでも明かりを灯せるよう合掌
の心を深めていきたいと思います。有
り難うございました。　　　合掌

近藤教要（本門佛立宗）

この度の研修を通
して、相手の言葉
に耳を傾ける、思
いを寄せる「傾
聴」を、今まで如
何におざなりにし
てきたか、自分本位

な聴き方になっていたかという事実を
痛感し、反省させられました。今後は
宗教者として表情やまなざし、所作振
る舞いなどを通して、様々な場面で
「傾聴」を実践できるように心掛けて
参ります。そして、少しでも地域社会
のお役に立てる僧侶となれるように具
体的な目標と定めて一歩一歩精進させ
ていただきます。

松下家隆（天理教）

同じ志(使命)をも
って寝食を共に
できた仲間との
学びは、自分発
見の機会でもあ
りとても新鮮で
深く心に残るも

のとなりました。
　 これからは、地元の熊本において、

既に先輩の方々が立ち上げられたカフ
ェデモンクのお手伝いが出来たらと思
っています。また、当地には実習現場
をご提供くださった「ひかりの園」様
(高齢者福祉施設)がありますので、週
に一度程度の傾聴ボランティアをさせ
ていただくつもりです。ひのきしん(天
理教信者の積極的な神恩報謝の行為)の
心をもって通らせていただきます。

佐藤恵子（禊教）

三歳頃の時から実母
に連れられ現在に至
るまで宗教奉仕活動
参加の生活環境の
中、人生のターニン
グポイントとして今

回研修を申し込ませて
頂き長年の夢叶い臨床宗教師研修を受
講、修了させて頂きました。
　 研修では色々な宗教、宗派の存在の
多い事を知りました。又、専門語の表
現、読本は正直難しく感じるも、宗教
的儀礼、長い年月継続してきた各宗派
の傾聴等を体感できNK細胞に風を注入
出来ました。会話記録をグループワー
クと言う舞台に挙げ、内なる自分を突
き詰め集約出来るまでの意見交換の経
験を積み指導を頂く。又、座学等傾聴
に繋げる為のプログラムに大変敬服い
たしました。無我夢中でついていった
この経験やお世話になった方々の思い
を無駄にしない様、今後研修会等に参
加させて頂きデイサービスの現場等で
臨床宗教師としてお役に立てますよう
感謝の気持ちを心に秘め精進させて頂
きます。
（近況）北海道東北臨床宗教師会と協
力する「心の相談室」電話相談員研修
受講後、相談員の拝命を頂き拝受させ
て頂きました。
　 何件かの包括支援センターさんより
ご利用者様以外の方の傾聴のご依頼を
頂きました。此れも何かの必然と思
い、当ディーサービス隣の棟の小部屋
（施術、枇杷温圧を行っておりま
す。）をリフォームし傾聴もお受けす
る運びとなりました。少しでも宗教奉

研修受講者の声
（第９回臨床宗教師研修）
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仕活動の中お役に立てます様一歩ずつ
歩んで参ります。此れからもご指導ご
鞭撻の程宜しく御願い申し上げます。

佐々木啓之（立正佼成会）

研修に参加し、
実習では末期癌
などで死を間近
に感じられてい
る方と直接触れ
て、私自身が死
を意識する機会
となりました。ま

たそうした方に癒しを与えるには、向
き合おうとする真剣さが大事であるこ
とを学びました。
　 またロールプレイでは、自分をよく
見せようと取り繕ってしまい、自分の
感情を隠してしまう心の癖を教えて頂
きました。
　 今後は、「真剣に向き合うこと」
「心の癖」をテーマに持ち、少しでも
人様の役に立てるように努力していき
ます。

石原　真（真宗佛光寺派）

自坊の住職をしな
がら大阪でサラリ
ーマンをしている
私にとって、東北
の地での研修を受
講することは、無
謀なチャレンジであ

りました。正直言うと、途中で受講を
諦めかけた時もありましたが、先生方
のフォロー、同期の皆さんの励ましの
お蔭で、やる気をつなぐことができま
した。本当に感謝しております。あり
がとうございました。
　 七月に修了させて頂いて、二ヶ月と
少し。先輩臨床宗教師の方とのご縁を
頂いたり、以前に勤務していた特養の
ターミナル委員会に参加させていただ
いたりと、私なりに、少しだけ前に進
んでおります。
　 このようなご縁を大切にしながら、
サラリーマンをしている宗教者とい

う、自分の強みを生かせる臨床宗教師
になりたいと思っております。
　今後ともご指導お願いいたします。

永峯治寿（臨済宗妙心寺派）

自分は、この臨
床宗教師の研修
や宗教師を前提
としていない臨
床スピリチュア
ルケアの研修を
通じて、「自分
の気持ちに素直に

なれない人は、人の気持ちにも素直に
なれない」ということを学びました。
自分の気持ちを追う（素直になる）な
んてことは、普段あまり意識しないこ
とです。でも、病室で患者さんと一対
一で向き合ったとき、自分の不安、恐
怖心、そして、患者さんの気持ちに自
分の気持ちを響かすことができなかっ
た無念感など、自分の気持ちを追うこ
とを繰り返して、自分は、患者さんと
一緒に泣いたり、沈黙を含めた語らい
が徐々にできるようになってきたと思
います。今後とも、実践を重ねて切磋
琢磨し、より良い臨床宗教師になりた
いと思っています。

渋谷真之（時宗）

この度の臨床宗教
師研修を終え感じ
た事は、まず「己
を知る」事でし
た。
　 私は、数年間勤
務をしていた会社

を辞め、現在の寺（長徳寺）の住職と
なり８年目を迎えていた。会社時代の
営業経験や住職になり檀家を含め地域
の方々との相談等の交流もあり、研修
前の自分の中には多少の「自信」もあ
った。
　 しかし、研修内に於いての「ロール
プレイ」や「会話記録」を通じ、己の
心底にある感情を即座に表に出す「心
の扉」の鍵がなかなか開かない自分に

気付いた。暫く自己意識の葛藤が続い
たが漸く研修や実習を重ね、少しずつ
「心の扉」が開く喜びを感じた。
　 研修修了から二か月が過ぎ、現在は
医療・福祉の現場、及び講演会等の勉
強会に参加させて頂く機会が増え、
様々な御縁による経験を増し、驚きと
感謝の日々を送っております。
　 今後は、己を知り、己の弱さや愚か
さを全て受け入れた上で己をコントロ
ールする「自己研鑽」を怠らず、医
療・福祉等を含め、様々な機会に於い
て「常に現場」の意識で臨みたいと考
えております。
　 最後に、この度の臨床宗教師研修受
講に際し実践宗教学寄附講座運営委員
の方々をはじめ、諸準備頂きました皆
様方に対し、大変貴重な経験と勉強を
させて頂けました事、心より感謝申し
上げます。

モトサンチェズ・ミカ（米国長老教会）

私は、カリフォル
ニア州でチャプレ
ンとして仕事をす
る前に、約2,000時
間の臨床牧会教育
（CPEすなわち、

臨床パストラルケア教育）を受けまし
た。でも日本では全くそのような経験
がなかったので、谷山先生にお願いし
て、まず第８回臨床宗教師研修全体会
を見学させていただき、そして第９回
は研修者として応募し、参加させてい
ただきました。
研修を受けた感想：
①まず最初に感じたことは、「安心で
きる」という気持ちでした。多忙な
日々を過ごしている宗教者たちが、あ
えて貴重な時間を割き、遠方から泊り
がけで来られるということは、決して
容易なことではなく、よほどの決意が
必要だと思います。ですから、そのよ
うな宗教師たちは信頼できるという自
信がありましたし、実際にロールプレ
イやグループワークに一緒に参加させ
ていただいて、信頼と安心感を実感し
ました。
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②でも自分の会話記録を初めて日本語
で読んだ時は、とても緊張して、声が
震えていました。2007年に、生まれて
初めて人の前で会話記録を読んだ時の
ことを思い出しました。この「初心者
の心」になれたおかげで、皆様から教
えていただく姿勢が保たれ、学ぶこと
がより楽しかったと思います。この
「初心者の心」と「研修者の姿勢」は
いつも保ち続けて、学び続けたいと思
います。
③プログラムとしては、一番嬉しかっ
たことは、「セルフケア」の講義が含
まれたことです。第８回の研修を見学
した時、また3月の京都でのフォロー
アップでも、セルフケアのことは全く
触れられなかったので、不思議でしょ
うがありませんでした。アメリカの神
学校や臨床牧会教育では、セルフケア
とファミリーケアのことについてたた
き込まれます。それでも「共感疲労」
になってしまったり、健康や家族の状
況が悪化して辞めざるを得ないことに
なった方々を私は知っています。よっ
て、日本でも自分や家族を犠牲にして
まで取り組もうとする「神風スピリチ
ュアルケア」ではなく、もっとバラン
スが取れた、ヘルシーなケアを提供で
きる宗教師の養成に目を向けるべきだ
と思います。
④研修の最終日に感じたことは、安心
しすぎて「なんか物足りないな」でし
た。私がアメリカで受けたプログラム
と比べると、「ちょっとゆるいかな」
とも思いました。
研修の後の活動：
①カフェデモンクは研修前の4月から
参加させていただいており、研修後も
毎月２～３回お手伝いさせていただい
ております。
②6月からカリタス・ジャパンという
日本カトリック教会がスポンサーのボ
ランティア活動（主にお茶会のお手伝
い）をしています。
③7月に一度だけ、西本願寺別院の東
北教区災害ボランティアセンターから
仮設住宅のお茶会のお手伝いをさせて
いただきました。
④博士論文の資料収集も兼ねて、あら
ゆるスピリチュアルケアの活動をされ

ている女性のリーダーたちをインタビ
ューして、傾聴しています。
今後の抱負：
①第一の目標は、今後の臨床宗教師研
修に、スーパーバイザー・イン・トレ
ーニング(SIT)の研修者として参加し、
学び続けることです。
②来年の春には関西に移住し、臨床ス
ピリチュアル協会(PASCH)のSITにも
励み、学びを続けていくのが希望で
す。
③日本のスピリチュアルケアについて
の博士論文を2017年末までに書き終わ
り、2018年に卒業することも大事な目
標です。
④卒業する前に、もし関西でチャプレ
ンの仕事に就ければ幸いだと思ってい
ます。将来の抱負は、チャプレンとし
て日本の病院、老人ホーム、在宅緩和
ケア、または女性専門の刑務所に働き
ながら、ボランティアとして日本の臨
床宗教師、及び臨床スピリチュアルケ
ア師の養成に協力することです。

隠　一哉（真宗大谷派）

臨床宗教師研修で
お世話になった先
生方や諸先輩方、
共に学んだ仲間と
貴重な時間を過ご
させていただい
き、大変ありがと

うございました。
　 今回の臨床宗教師研修を終えて私が
一番学んだことは私という人間でし
た。この私がどのように人に寄り添う
ことができるのか？臨床宗教師となれ
るのか？そんな課題を持ちつつ、今は
臨床宗教師の門に立ち、ここから私の
歩みが始まると思っています。
　 今現在、昨年からボランティアでお
手伝いしていた沼口医院の院長様より
宗教チームの一員として、医療関係
者、宗教者の連携グループの一員とし
て患者様のケアに携わるようお誘いい
ただきました。実際の臨床の現場で臨
床宗教師を必要とする事例を多く作
り、世の中に発信することで必要性を
アピールしていけたらと思います。

釜田隆介（曹洞宗）

研修を修了し、受講
前よりも傾聴する
際、今まで以上に対
象者の方の言葉１つ
１つを心でしっかり
と咀嚼し、ゆっくり

味わいながら聴かせて頂くといった態
度に変化した様に感じます。
　 又、この研修を受講された皆様のお
かげで他宗教、他宗派への興味が一段
と強まった気がしています。
　 現在、緩和ケアにてボランティアと
してお世話になっていますが、その中
で「生死一大事」という人間にとって
一番大切な事は「生きるとは何なの
か、死ぬとは何なのか」を明らかにす
ることだと言った言葉があります。緩
和ケアの場では、この問題に直面して
いらっしゃる方ばかりです。その中に
おいて共に問題解決の為に苦悶させて
頂く事は「私自身も皆様から学ばせて
頂いておるんやなぁ」と毎度、実感さ
せられっぱなしです。
　 これからもボランティアは継続しつ
つ、日常の延長線上に医療や福祉など
が存在するのだと思うので、「臨床」
の言葉に囚われずに先ず第一に、普段
の日常生活の中における家族、友人、
お檀家様など、身近な方々の悩み、苦
しみに耳を傾け足元をしっかり固めつ
つ、医療、福祉の場にも手を伸ばし、
研修で得たものを僅かでも還元出来れ
ばと考えています。
　 いつの日か、臨床宗教師という言葉
が消え去り、ただの宗教師となりどの
様な場であっても宗教者が共生するの
が当たり前である社会が来ればと思っ
ています。
　 一度足を踏み入れた以上、もう後戻
りは出来ません。修了式の後、金田さ
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んにお話頂いた十牛図の入廛垂手を目
標に少しでも前に歩んで行きたいと思
う今日この頃です。 
                                              合掌

山中是道（日蓮宗）

第９回臨床宗教師
研修を修了させて
頂きました、山中　
是道と申します。
日蓮宗の僧侶をさ
せて頂いておりま
す。自身が、神戸

市の出身で阪神淡路大震災に被災した
経験や、義理の父を在宅で見送った経
験があり、宗教者として何が出来るん
だろうかと考える中で、この東北大学
主催の臨床宗教師研修に応募させて頂
きました。
　 研修の中では、様々な講義やロール
プレイ、また実習を通じて、貴重な学
びを得る事が出来ました。また超宗教
で活動をする大切さを学ばせていただ
きました。そして何より、宗教者とし
て志を同じにする仲間が出来たことが
有り難かったと思っています。
　 来年より地元神戸に戻り活動させて
頂く中で、地域社会の問題に対し、宗
教者がどういう役割を果たせるか考え
ながら、地元の医師や施設、団体と協
力しながら励んで参りたいと思いま
す。

勝野秀敏（臨済宗妙心寺派）

　臨床宗教師研
修の学びは、長
年求めてきた夢
のような喜びの
時間であると同
時に、己の至ら
なさを実感する
時間でもありました。『アウトリー
チ』の方法も知らず、『開かれたお
寺』だけを目指してきたことは、『坊
主』ではあっても真の『宗教者』では
なかったと、懺悔しきりでした。それ

ぞれの宗教施設から出て、必要とする
方に寄り添い、自在に導きをされ、と
もに苦悶される宗教者の方々がこれほ
どおられたとは。精神的・物理的な
『寺からの出家』の必要性を痛感しま
した。
　 今後の活動については、軸足は自分
の住む小さな村にきちんと置きつつ、
今は緩和ケア病棟でのボランティアで
経験を積むことに専念したいと思いま
す。肩書きで何ができるわけでなく最
終的には『人』なので、ともかくこま
めに顔を合わせることを肝に銘じて、
少しでもお役に立てればと思います。

吉田彦英（曹洞宗）

　 第９期臨床宗
教師研修を終え
て二ヶ月程経ち
ました。私は現
在、北海道・東
北臨床宗教師会
に所属し、会の運

営や活動に参加しております。
　 先日も、様々な悩みを持つ方の話を
聴く、「心の相談室」の電話相談員を
させて頂きました。また北海道・東北
臨床宗教師会会話記録検討会にも参加
させて頂きました。会話記録も発表さ
せて頂きましたが、まだ臨床宗教師に
ついての理解が足りず、自分の気持ち
を表すことができない自分がいまし
た。
　 これからの具体的な活動はまだ考え
ていませんが北海道・東北臨床宗教師
会に所属しながら、様々な活動に積極
的に参加し研鑽を積みたいと思ってい
ます。自分の気持ちをその瞬間、瞬間
に表現できるよう心掛けて活動をして
いきたいです。

桐山千里（真宗大谷派）
　 私は寺族である
と共に、臨床心理
士として活動をし
ていますが、数年
前から手詰まり感
があり悩んでいた
ところ、様々なご縁

に惹き寄せられるようにこの研修に出
会いました。立場や宗派を超えて臨床
に臨む方々との出会いは、人生の岐路
というべき経験でした。「臨床宗教
師」と「臨床心理士」の異同は何か、
立ち位置も揺るがされました。
　 臨床の場に臨み、真の意味で他者の
「生老病死」に向き合うということは
「臨床宗教師」「臨床心理士」という
看板を下げて行えるものではなく、１
人の人間としての真剣勝負であるこ
と、自己を知り自己の苦に向かうこと
なしに、本当に他者に寄り添うことは
出来ないことを心に刻みました。しか
し何よりも大事なことは、周囲に感謝
しながら暮らせる“普通の人”で在ると
いうことも、仲間から教えていただき
ました。
　 今後は自坊や地域寺院にて人が集ま
り語り合うことの出来る場を創るこ
と、緩和ケア・教育領域の心理士とし
て研鑽を積むことで臨床宗教師の公共
的活動について何らかのお役に立てら
れればと思います。
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　 東北大学病院緩和医療科での活動が始まってから、
ちょうど2年になります。患者さんやご家族の方々と
接する機会が多くなるにつれて、臨床宗教師としての
心構えや、寄り添う姿勢などをふり返り反省を繰り返
す日々であります。またスタッフ皆で、患者さん、ご
家族へのよりよいケアを目指していく中で、医療チー
ムと臨床宗教師の連携もこれからの課題であるように
思います。まだまだ模索段階ではありますが、これま
での活動をふり返り紹介させて頂こうと思います。
　 東北大学病院は、宮城県立がんセンターと合わせ
て、がん診療連携拠点病院として地域のがん医療に対
するさまざまな啓発活動の役割を担っております。最
上階にある緩和ケア病棟（院内病棟型22床、全個室）
からは、一方には七ツ森、もう一方には仙台市内の高
層ビルとその先の太平洋が望めます。病棟には多くの
ボランティアさんが活動しており、患者さん、ご家族
が生活する空間の整備やティータイムサービス、また
ハープの演奏やオイルマッサージなど多彩な活動をし
ております。また医師の先生方もウクレレや三線、ピ
アノの演奏を披露してくださいます。季節ごとに七夕
や、花火大会、クリスマスなどの行事も行われ、その
際には患者さん、ご家族、スタッフ全員での合唱が行
われます。

⑴現在の活動内容
　 緩和ケア病棟での活動は、臨床宗教師研修修了後に
谷山洋三先生から大学病院でのボランティア活動を紹
介して頂いたことに始まります。2014年9月より週１
回の活動に参加させて頂きました。そして、2016年6
月より週2回（水・金）の非常勤として雇用して頂き
ましたので、これまでボランティア期間が1年8カ月、
雇用からの活動期間が4カ月になります。現在の大ま
かな業務内容は以下の通りです。

（一日のスケジュール）
10:00～　 患者さんの情報の確認（看護師に口頭で確認、看
護カルテを確認）
各部屋訪問。随時記録作成。
12:00～　お昼休憩
13:00～　各部屋訪問。随時記録作成。
13:30～　 カンファレンスへの参加（デスカンファレンスは
月2回）
14:00～　各部屋訪問。随時記録作成。
17:00～　看護師への報告。記録の提出
（院内活動）
・6月10日ランチタイムカンファレンス講師「臨床宗教師の
はじまりとこれから」
・9月28日がん相談窓口　交流会講師「臨床宗教師の役割―
共に考える生きること、そして死ぬこと」
・季節の行事（家族会、七夕コンサート、花火大会など）
（服装）
ボランティア時（ポロシャツ、チノパン、黄色いエプロン）
→　現在（シャツ、スラックス、職員証）
（業務内容）
　 記録の取り方、情報共有の仕方、医療スタッフから
利用者さんへの紹介の仕方などについて、看護師長さ
んとの話し合いを繰り返し変更と修正を加えながら活
動を進めております。患者さんの情報はカルテの閲
覧、担当の看護師さんへの確認、カンファレンスで確
認をします。それらの情報を元に訪問する患者さんを
ある程度決めて訪問しております。またラウンジに出
ておられる患者さん、ご家族の方に様子を伺いながら
声がけをさせて頂きます。活動終了時までに記録を作
成し提出します。記録の取り方は、最初は日誌程度の
内容でしたが、患者さんとの具体的な関わりの様子を
共有する為に、現在は患者さんとの会話内容や、私自
身が感じた印象などを出来るだけ詳細に記述するよう
にしております。どうしても記録の作成に時間がかか
る為、出来るだけ適確に伝わりやすく文章にまとめる
ことを心がけています。また看護師さんへの口頭での
報告も同様の課題だと思っております。

⑵業務内容の変化から感じるもの
　 １つはカンファレンス（デスカンファレンス）への
参加です。これまでは医療スタッフの中で、1人の患
者さんに対してどのような話し合いがなされ、医療の
方針が決定されていくのかがわかりませんでしたが、
カンファレンスへの参加を繰り返す中で、徐々にチー
ム全体の動きが分かるようになってきました。またカ
ンファレンス中は医療の専門用語が飛び交う為、医療
方針を把握することは困難ですが、よく耳にする単語
を調べたり、また看護師さんから教えて頂きながら少

医療現場での実践例
～ボランティアから非常勤へ

東北大学病院緩和医療科
での活動

金田諦晃 
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しずつ知識を広め理解を深めて行っている状況です。
看護カルテの記録やカンファレンスの内容も含めて、
全体的には身体的苦痛への対処に力が注がれている印
象を受けます。
　一方で、カンファレンスでは患者さんの家族関係や
社会的状況、また患者さんの精神的な状況についても
話合いがなされるので、初対面の患者さんについて配
慮する点などをある程度知ることが出来るようになっ
たことも大きな変化です。しかし、患者さんの容態や
気持ちの移ろいも早く、週2回の活動の中で、その状
況を把握することにも限界を感じております。現在は
事前情報も大切にしつつ、患者さんやご家族とのその
場で生まれる関わりを大事にすることを意識しており
ます。また、月に2回のデスカンファレンスでは、普
段あまり時間を費やして共有する事が出来なかった患
者さんとの関わりの内容を共有させて頂くこともあり
ます。
　患者さんやご家族との関わりの濃淡にも大きな変化
を感じます。ボランティアの際は、基本的に一般ボラ
ンティアと同様の業務内容の中で活動しており、その
中の一部で看護師長や看護師からお話をしたそうな患
者さんを紹介して頂くか、ティータイム時のお部屋の
訪問が中心でした。現在は出勤するたびに必ず各お部
屋を訪問させて頂きますので、継続した関わりをもつ
ことも多くなってきております。その為、信頼関係を
築いて行く為の、初対面でのご挨拶の仕方や、医療ス
タッフから紹介して頂く内容、またその都度の訪問時
の関わり方などに難しさを感じております。これまで
も患者さんに、「この人が来たら何か話をしなければ
いけないのかな・・・」という負担を与えてしまった
かなと感じたことがあります。お話をされたい時に、
お話をしたい相手になれるような関係の作り方を意識
していきたいと思っております。
　 またスタッフのみなさんとコミュニケーションをと
る機会が増えたことも貴重なことだと感じておりま
す。業務中は時間をとってお話をする機会は少ないで
すが、昼食の時間などに患者さんの事や、普段の業務
について感じていることを聞かせて頂く事がありま
す。医師、看護師のみなさんの患者さんに向き合う姿
勢から学ばせて頂いたり、よりよいケアに向けて今の
時点で行っていることを自覚的に振り返りながら、反
省と改善を繰り返する様子を垣間見ることがありま
す。このようなチームだからこそ臨床宗教師という新
しい職種が迎えられたとも感じておりますし、患者さ

んご家族に寄り添うチームの1人として何らかのお力に
なれればなという思いで活動させて頂いております。
（今後の活動に向けて）
　病棟にいる間、患者さんの辛い心境を聞く時、また
容態の急激な変化、そして別れをどう受けとめてよい
のか戸惑う自分がいます。また目の前にいる方を友と
して、どこまで愛する事ができるのかを自分自身に問
いかけながらの活動でもあります。病棟での活動は、
私にとって荷が重いもののように感じることが多く、
いつもどこかで不安な気持ちが沸き起こってきます。
これまでの活動を通して、病棟のスタッフのみなさん
は勿論、日々の活動をサポートしてくださるSVの谷
山先生、大村先生、森田先生、悦堂さんなど諸先生方
から丁寧なご指導を頂き、また病棟での活動に限らず
様々な場面でアドバイスをくださる高橋先生、全国に
いる臨床宗教師の先輩、仲間の皆さまの支えを強く感
じております。これからも多くの皆さまと共に精進し
ていければ幸いです。　　　　　　　　　　　　合掌

（かねた・たいこう）

東北大学病院　緩和医療科の佐竹宣明先生より

　 最初はいちボランティアとして認識していました
が、若いのにしっかりした考えを持っている青年だと
思うようになりました。入院患者・家族に対して、お
話を聴いてくれる臨床宗教師という職種の人がいます
と説明しています。
　医師・看護師ともに一人の患者さんになかなか時間
を割けず、どうしても症状や身体のことに注意が傾き
がちなのですが、患者さんは、金田君には、私たちに
はしない話をしているようです。やはり長く話を聴け
る立場ですし、金田君ほど深い傾聴をしている人はい
ないと思うことがあります。患者さんが穏やかな様子
になっているのがわかります。カンファレンスで、こ
の患者さんには金田君に行ってもらったらいいんじゃ
ないか、という話をしたりします。
　宗教者だからというより、チーム医療の中の一人、
患者さんのＱＯＬを高めるスタッフの一員として、臨
床宗教師へのニーズはあると思います。金田君以外の
臨床宗教師の方と触れあう機会がないので、臨床宗教
師とは何か、共通する目的は何か、一人一人の違いは
何か、仏教系とキリスト教系で違うのかなど知りたい
と思っています。　　　　　　（さたけ・のりあき）
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北海道東北臨床宗教師会
　 北海道東北臨床宗教師会では昨年11月の第1回総会に引き
続き、6月に第2回総会を開催いたしました。同日、青森市
より長岡俊成師をお迎えし一般公開の研修会を行いました。
　 今年10月には1泊2日のフォローアップ研修を企画してお
ります。谷山先生、大村先生のお力添えのもと隔月の会話
記録検討会も続いています。役員間では１～２ヶ月に一度
の運営会議をベースに話し合いが持たれています。
　 今年度は心の相談室メンバーに加え、9期研修終了者4
名、高野山大学修了生4名と新規入会者を数多くお迎えする
ことになりました。新しいメンバーを迎え、今後の活動の
可能性についてさまざまな議論が活発になされていくもの
と思われます。各地の仲間と連携を取り合いながら、有意
義な展開を期してまいります。（報告：天野和公）

【運営会議】 会場：洞林寺）
4月1日（金）：7名、5月10日（火）：4名、8月3日
（水）：4名、9月12日（月）：5名

【総会】
日時：6月13日（月）16:30-17:30
会場：洞林寺（仙台市）
参加人数：会員13名、オブザーバー2名
内容：予決算、活動報告・計画、規約一部改正、他

【研修会】
日時：6月13日（月）18：00-19：25
会場：洞林寺　本堂
内容：講演『医療者と宗教者の接点を求めて～青森県臨床
研修医ワークショップに参画して～』

講師：青森県むつ市曹洞宗大安寺副住職　長岡俊成師
参加人数：一般含め約25名

【会話記検討会】
5月19日（木）：SV2名　C5名　会場：東北大
7月7日（木）：SV2名　C5名　会場：東北大
8月31日（水）：SV2名　C9名　O5名　会場：みんなの寺
(SV：スーパーヴァイザー　C:臨床宗教師　O：オブザーバー)
SV：谷山先生、大村先生
O：仙台市内福祉施設より、看護師、介護士、施設長、生活
相談員
今後の予定：12月8日、2月2日

【自主勉強会】
日時：7月22日（金）13：00-16：00
会場：立正佼成会仙台教会
内容：心の相談室電話相談員希望者向け研修：講義とグル
ープワーク
講師：谷山洋三先生、眞如晃人師
参加人数：13名（うち会員8名）

【フォローアップ研修】
日時：10月17日（月）14：00～18日（火）16：00
会場：茂庭荘（仙台市）
講義：大村哲夫先生『チームケアと臨床宗教師～在宅緩和
ケアにおける看取りの実際～』
山室誠先生（岡部医院）『助産婦と助死婦』
グループワーク：谷山洋三先生、大村哲夫先生
ロールプレイと会話記録検討

関東臨床宗教師会
　 6月に総会を開催し、いよいよ関東臨床宗教師会も本格的
に活動を開始いたしました。継続した研修や勉強会を通じ
た資質の向上を目標に掲げ、11月には初めてのフォローア
ップ研修を行う予定をしています。今後は、医療機関など
との連携を深め、会としての活動の領域を拡げていきたい
と考えています。

■5月16日（月）19時より会議 、20時より懇親会
会場：都内貸し会議室
参加人数：臨床宗教師13名　オブザーバー：1 名

各地の動き

各地の臨床宗教師会の動向

各地の動き
臨
床
宗教師会の活動報告
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■6月27日（月）19時より総会
会場：都内貸し会議室
参加人数：臨床宗教師11名　オブザーバー：3名

■9月2日（金）20時より役員会
会場：都内貸し会議室　参加人数：5名

■10月3日（月）20時より役員会
■（予定）11月18日（金）13時～17時　 フォローアップ研
修。18時より懇親会

中部臨床宗教師会
中部臨床宗教師会 第4回フォローアップ研修

（第1回アミターバ連続講座）
日時：2016年7月2日（土）16時～20時
会場：沼口医院（メディカルシェアハウス・アミターバ）
　　　1F多目的ホール及びカフェデモンクコーナー
参加者：14名
五辻文昭師(4期)、森田恭一郎師(4期)、野々目月泉師(5期)、
田中至道師(5期)、坂野大徹師(7期)、倉田恒雄師(7期)、里雄
淳意師（第7期）服部あずさ師(8期)、京井幹男師（関西臨
宗）、隠一哉師（第9期受講生）、桐山千里師（第9期受講
生）高橋原先生、大下大圓先生、沼口諭先生
内容：活動報告、意見交換会
テーマ「臨床宗教師の認定資格と臨床宗教師の活動」 
講師：高橋原先生
講義「儀礼の力：こころのケアに宗教者は必要か」
講師：高橋原先生

中部臨床宗教師会　第5回フォローアップ研修
（第2回アミターバ連続講座）

 
日時：2016年8月3日（水）16時～20時
会場：沼口医院（メディカルシェアハウス・アミターバ）
　　　1F多目的ホール及びカフェデモンクコーナー
参加者：14名
五辻文昭師(4期)、森田恭一郎師(4期)、野々目月泉師(5期)、
田中至道師(5期)、松本峰哲師（第6期）、坂野大徹師(7
期)、倉田恒雄師(7期)、服部あずさ師(8期)、京井幹男師（関
西臨宗）、隠一哉師（第9期）、桐山千里師（第9期）、大
村哲夫先生、大下大圓先生、沼口諭先生
内容：会話記録検討会（記録提出者：野々目師、松本師）
SV：大村哲夫先生　
講義「死にゆく人にどう関わるか～チーム・ケアを在宅緩和
ケアの事例に学ぶ～」
講師：大村哲夫先生

中部臨床宗教師会　第6回フォローアップ研修
（第3回アミターバ連続講座）

日時：2016年9月14日（水）16時00分～20時
会場：沼口医院（メディカルシェアハウス・アミターバ）
　　　1F多目的ホール及びカフェデモンクコーナー
参加者：14名
五辻文昭師(4期)、森田恭一郎師(4期)、野々目月泉師(5期)、

田中至道師(5期)、坂野大徹師(7期)、服部あずさ師(8期)、隠
一哉師（第9期）、桐山千里師（第9期）、勝野秀敏師（9
期）、釡田隆介師（9期）、京井幹男師（関西）、三品亮徹
師（関西）、大下大圓先生、沼口諭先生
内容：会話記録検討会（記録提出者：森田師、隠師）
SV：大下大圓先生　
講義「私のいのち観を考える～生死観と死生観～」
講師：大下大圓先生

御嶽山追悼登山

日時：2016年7月17日（日）7時30分　長野県木曽町三岳ロ
ープウェイ乗り場　集合（天候不良の為、ご遺族との追悼登
山は24日に延期となりましたが、17日に登山を予定してい
たメンバーでの追悼登山になりました）。
参加者：合計14名
臨床宗教師4名：
大下大圓先生・武
藤隆広師・田中至
道師・新田忍澄
師、その他：10名
（医師・看護師、
ガイド）
日時：2016年7月
24日（日）7時30
分　長野県木曽町
三岳ロープウェイ乗り場　集合
参加者：合計33名
臨床宗教師2名：大下大圓先生・野々目月泉師
宗教者2名：西村沙羅師・真言宗僧侶
ご遺族：25名（10組）
その他：4名（医師2名、ガイド2名）
　 24日は、天候にも恵まれ8号目の献花台にて、ご遺族の
方々と共に追悼法要を行いました。

中部臨床宗教師会への新入会者からの一言

「臨床宗教師研修を受けて」勝野秀敏師
　臨床宗教師研修の学びは、長年求めてきた夢のような喜び
の時間でした。特に『アウトリーチ』という概念は、自分が
出家者を標榜しながら、今までいかに寺に引きこもっていた
かを痛感させられました。それぞれの宗教施設から出て、必
要とする方に寄り添い、自在に導きをされ、ともに悶苦する
宗教者の方々がこれほどおられたとは。まったく自らが宗教
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者を名乗ることが恥ずかしいほど実践者の皆さんの背中が
神々しく映り、『寺からの出家』の必要性を自覚しました。
　今後の自分の活動について、特に思い描くものはありませ
んが、軸足は自分の住む小さな村にきちんと置いて、今は緩
和ケア病棟でのボランティアで経験を積むことに専念したい
と思っています。

「今後の事」釡田隆介師
　この度、東北大学寄附講座  臨床宗教師研修第9期を修了
し、中部臨床宗教師会に入会させて頂きました釡田 と申し
ます。
　私の不得手とする、あの何とも表現し難い雰囲気、空気感
を醸し出す、会話記録検討会がこれからも受ける事が出来る
と思うと大変有り難くもあり、その反面、心がザワつき妙な
緊張感が走り、己が石になって仕舞いそうな思いに苛まれま
すが、会話記録や講義を通じて今の宗教者としての己の立
場、考え、意味など自己点検の場所、常に初心を取り戻す場
所、そして今まで見えていなかった己の持つ新たな面を探す
場所として諸先輩方と共に研修で学ばせて頂きました事を臨
床の現場だけではなく、日常にこそ活かすことの出来る宗教
者となれるよう、より一層、研鑽を積み重ねて行きたいと思
う次第です。宜しくお願い申し上げます。

「“思いやりあう力”のために」　桐山千里師
　沼口医院さんでの実習等を通して、宗教者が看取りや心の
ケアに関わらせていただくことは、ご家庭や地域社会におい
て、死を自然の摂理として受け止め、悲しみを抱える力
を“思い出す”ことや、“思いやり”を深めることにつながるの
ではと感じました。
　今後は、緩和ケア心理士として研鑽を積むことで、一般病
院等での宗教師のコーディネートが出来る力をつけること、
医療・教育等専門職―宗教者―地域が出会うことを考えたい
と思います。中部地域の“思いやりあう力”の為に、ほんの少
しお役に立てられたらと思います。

「臨床宗教師の存在意義」隠一哉師
　今回、肩書きとして「臨床宗教師」とならせていただいた
わけですが、私としてはこれから臨床宗教師への歩みが始ま
ると考えています。生活の中で、医療現場で、臨床宗教師に
求められるものは何なのか？それを明確に感じ取り、門徒さ
んや患者さんとの関わり合いの中でやっぱり臨床宗教師が必
要と思ってもらえる存在になりたいです。今回、中部臨床宗
教師会へ加入させていただき、諸先輩方と共に研修を重ね、
学びを深めていきたいと思います。皆さん、よろしくお願い
します。

関西臨床宗教師会
カフェ・デ・モンク関西
　 関西臨床宗教師会では、2015年10月から月1回のペース
で「カフェ・デ・モンク関西」（以下、モンク）を開催して
おります。
開催実績：（各回、正午をはさんで3時間程度）

第1回　 2015年10月30日(金)、第2回　 11月20日(金)、第3
回12月11日(金)、第4回　 2016年1月29日(金)、第5回　 2月
19日(金)、第6回　 3月18日(金)、第7回 4月23日（土）、第
8回5月21日（土）、第9回 6月11日（土）、第10回 7月9日
（土）、第11回 8月27日（土）、第12回 9月10日（土）。
会場：救世軍鶴橋分隊会館礼拝堂
参加者数：各回数人～10人程度
宗教者：東北大学臨床宗教師研修修了者、牧師（救世軍）
参加費：茶菓代300円(鍋は別途500円)
次回予定：10月29日（土）10時30分～

　 参加者は近所の人が多
く、そのほとんどは連れ合
いを亡くされた単身者でし
た。また、遠方（他県）か
ら毎回参加する人、あいり
ん地区から参加する人、精
神障がい者、在日韓国人な
ど多様で、男女の構成は
半々、年齢は60歳以上が多
いです。近所の高齢者施設

からも何人かのお年寄りが参加
なさいました。
　 今後の課題は、モンクの本来
の姿である「移動傾聴喫茶」の
実現です。そのためには、臨床
宗教師の参加者をもっと増やし
て機動力を高め、財政基盤も強
化していく必要があります。ま
た、参加する臨床宗教師の「聴
く力」を向上させていくためにフォローアップ研修も充実さ
せていきたいと考えております。また、国の地域総合支援事
業の活用も検討しています。
フォローアップ研修
10月25日に法華宗陣門流心城院（京都市上京区北之辺町
394）にて実施予定です。

（清水正彦）

九州臨床宗教師会
熊本地震関連
　 ４月14日21時26分、熊本県上益城郡益城町を震源とする
震度７の熊本地震前震が発生、その後、頻繁に余震が発生
し、16日１時25分、Ｍ７．３、震度７の本震が発生。前震
以上の大きなゆれに、益城町のみならず震源地から遠く離れ
た広範囲な地域で多くの家屋が倒壊、大規模な土砂災害、地
盤の崩壊も発生し、多くの人命がうばわれた。
　ライフラインは寸断し、絶え間なく続く余震に恐怖を覚え
ながら、被災者は開設された避難所で不安な日々を過ごすこ
とになった。
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　九州臨床宗教師会では、状況の把握に努めながら、物質的
支援の優先とライフラインの復旧状況等を考慮し、一週間後
の23日に災害対策を検討する会議を開く事を決め、先ず、
動ける会員は、それぞれに物資の配給や炊き出し、避難者の
宗教施設への受け入れ、ホット・カフェ、テント設営による
住居スペースの確保等の活動をおこなった。
　 23日の会議では、災害対策本部を設置することが決めら
れ、口座を開設して支援金を募集すると共に、車中泊による
エコノミークラス症候群対策のためのテント村開設、カフ
ェ・デ・モンクを避難所で開店すること等が話し合われた。
テント村は西原村に開設。
　避難所での第一回目カフェ・デ・モンクは、益城町にある
県総合展示場グランメッセで４月28日に開店した。その
後、現在までに上益城郡益城町（総合体育館、グランメッ
セ）、宇城市豊野、南阿蘇村で40回以上のカフェ・デ・モ
ンクを開店している。
　その間、県外から多くの先生方、臨床宗教師研修修了者の
皆さま、宗教者の皆さまに足をお運び頂き、本当に励ましを
いただき、勇気づけていただきました。
　ここに、こころから感謝を申し上げます。
　尚、支援金は、お蔭をもちまして９月末現在1,988,852円
のご寄附をいただいております。この場をお借りいたしまし
て、厚くお礼を申し上げます。
　この支援金は、主にカフェ・デ・モンクで使用するコーヒ
ー、飲み物、ケーキ、お菓子類等の購入に使用させていただ
いております。これからも、ご支援、ご協力の程、宜しくお
願い申し上げます。

その他の活動
定期カフェ・デ・モンク
日時：８月20日（土）
会場：熊本市中央区・ルーテル大江教会
参加者５～６名、臨床宗教師５名
　地震のため６月は開店できなかったが（定期的に偶数月の
第３土曜日に開店中）、地震後、定期のカフェ・デ・モンク
も開いているのか問い合わせがあり、来店したいとのお声が
あったので再開した。継続して開くことの重要性を感じた。

フォローアップ研修
日時：９月12、13日（月、火）
参加者：21名
講師：谷山洋三先生　
　一日目は、会話記録検討会があり、それぞれの課題が浮き
彫りになり、又宿題をいただく機会となった。二日目は、午
前中は追悼巡礼（南阿蘇村崩落現場）、立野地区見学。午後
からはカフェ・デ・モンク（益城町総合体育館）が開かれ、
来店者の話に耳を傾けると共に念珠作りもおこなった。

活動報告
《発表・講演》
3月2日 谷山洋三：デスケースカンファレンス参加・コメント、石
巻赤十字病院エンドオブライフケア勉強会
3月6日～12日 谷山洋三（スーパーバイザー）：臨床スピリチュア
ルケア協会スピリチュアルケア研修 PSCC24
5月7日 谷山洋三「東日本大震災をきっかけに始まった臨床宗教師の
養成」武蔵野大学臨床宗教師・傾聴士養成講座発足記念シンポジウム
5月9日～11日 谷山洋三「臨床宗教師の理念」「臨床宗教師の倫
理」「スピリチュアルケア」「宗教的ケア」「会話記録（スーパー
ビジョン）」種智院大学臨床密教センター第1回臨床宗教師養成講
座全体会１、天理教浪華分教会（天理市）
5月18日 谷山洋三：デスケースカンファレンス参加・コメント、
石巻赤十字病院エンドオブライフケア勉強会
5月30日 谷山洋三「こころの声に耳を傾ける」気仙沼市保健推進
員連合会研修会、気仙沼市健康管理センターすこやか
6月1日 谷山洋三「臨床宗教師の倫理」龍谷大学大学院実践真宗学
研究科臨床宗教師東北実習、浄土真宗本願寺派東北教区災害ボラン
ティアセンター
6月6日～7日 谷山洋三「公共性の確保」「グリーフケア」「会話
記録（スーパービジョン）」種智院大学臨床密教センター第1回臨
床宗教師養成講座全体会２、天理教浪華分教会（天理市）
6月11日 谷山洋三（コメンテーター）：「今を生き、明日をいき
るとは」いのち教育セミナー2016、上越教育大学いのち教育を考
える会
6月17日 Yozo TANIYAMA, “Interfaith Chaplaincy Movement
 Triggered by the 2011 Earthquake, Changing Practice of Health 
and Family in Japan,” Department of Japanese Studies, The 
Chinese University of Hong Kong（香港中文大学）, China
6月22日 谷山洋三「スピリチュアルケア」「会話記録（スーパー
ビジョン）」龍谷大学大学院実践真宗学研究科臨床宗教師研修・ビ
ハーラ・スピリチュアルケア論研究特別講師、龍谷大学
6月25日 谷山洋三（座長）：教育講演Ⅰ蓮田太二「『こうのとり
のゆりかご』を設置して思うこと」第19回日本臨床パストラルケ
ア研究会、長崎カトリックセンター
6月28日 谷山洋三、奥井一幾、得丸定子、カール・ベッカー、今
井洋介、高橋原、森田敬史、鈴木岩弓「入棺体験による死生観への
影響」仏教看護・ビハーラ学会第12回年次大会、西本願寺聞法会
館（京都市）
6月29日 高橋原「宗教者に求められる心のケア」龍谷大学大学院
実践真宗学研究科特別講義、龍谷大学大宮学舎清風館
7月2日 高橋原「儀礼の力̶こころのケアに宗教者は必要か」アミ
ターバ連続講座、沼口医院 
7月9日 谷山洋三「生と死に寄り添う～臨床宗教師の視点から～」
第6回がん哲学外来コーディネーター養成講座in石巻、石巻赤十字
病院災害医療研修センター
7月12日 谷山洋三「臨床宗教師のこれから」真宗大谷派教学研究
所「震災と原発」研究会、しんらん交流館（京都市）
7月13日～14日 谷山洋三「会話記録（スーパービジョン）」種智
院大学臨床密教センター第1回臨床宗教師養成講座全体会３、天理
教浪華分教会（天理市）
8月6日 谷山洋三「スピリチュアルケアと臨床宗教師」「グリーフ
ケアと宗教」「スピリチュアルなセルフケア」、仙台グリーフケア
研究会「グリーフケア担い手養成講座」第2期第3講、仙台医師会館
9月3日 高橋原「宗教者とともにケアの文化を育む」がん哲学外来
メディカルカフェin仙台、スヴェンソン仙台支店、2016年
9月7日 高橋原「スピリチュアルケア̶地域における「霊」への対
応」千葉大学附属病院地域医療連携部『在宅医療インテンシブコー
ス』
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9月11日 谷山洋三「スピリチュアルケアから宗教的ケアへ」（発
表）、「宗教的ケアとしての読経の効果とその応用」（パネル代表
者）、日本宗教学会第75回学術大会、早稲田大学
9月11日 高橋原「コメント」同上
9月12日 谷山洋三「会話記録（スーパービジョン）」九州臨床宗教
師会フォローアップ研修、日本福音ルーテル教会熊本大江教会（熊
本市）
10月1日 谷山洋三（共同座長）：分科会１「東日本大震災に何を学
んだのか？～今、伝えたいこと～」第19回日本在宅ホスピス協会全
国大会in大崎、芙蓉閣（大崎市）
10月6日 谷山洋三「オープンなお寺、アウトリーチする僧侶　～臨
床宗教師の視点から」第26回「講座・住職学」永保寺（多治見市）
《論文・寄稿》
谷山洋三・森田敬史「電話相談における宗教協力の意義」『論
集』42号、2015年12月、pp. 41-55
谷山洋三「スピリチュアルケア」『龍谷大学　 人間・科学・宗教
オープンリサーチセンター2015年度報告書　仏教・浄土教を基軸
としたグリーフサポートと救済観の総合研究』2016年3月、pp. 
47-56
谷山洋三「遺族に寄り添うために活かす仏教的資源とは何か」
『月刊住職』2016年8月号、pp. 110-118
谷山洋三・森田敬史「第11回年次大会　入棺体験」『仏教看護・
ビハーラ学会』11号、2016年8月、pp. 93-99
三浦紀夫・遠山玄秀・能屯勇樹・谷山洋三「シンポジウムⅡ　 仏
教者の可能性」（司会）『仏教看護・ビハーラ』11号、2016年8
月、pp. 65-84
谷山洋三・得丸定子・奥井一幾・今井洋介・森田敬史・郷堀ヨゼ
フ・カール・ベッカー・高橋原・鈴木岩弓「経文聴取による喪失
悲嘆ストレスのケア」『仏教看護・ビハーラ』11号、2016年8
月、pp. 151-165
谷山洋三「人々の安心のために寺院ができる社会福祉とは何か」
『月刊住職』2016年9月号、pp. 120-125
谷山洋三「生と死に寄り添う～臨床宗教師の視点から～」『がん
哲学外来市民学会ニュースレター』9号、p. 2
谷山洋三「縁ある多くの人にもっとお寺を使ってもらう方法」
『月刊住職』2016年10月号、pp. 89-93
Yozo TANIYAMA, “Chaplains and Listening:  A  Buddhist 
Perspective,”  Dharma World: For Living Buddhism and Interfaith 
Dialogue, Oct-Dec, 2016, vol. 43, pp. 14-17.

高橋原「災害時の心のケアと宗教者の連携」『東日本大震災　 神
社・祭り―被災の記録と復興 本編』神社新報社、2016年7月8
日、p. 251-253
Hara Takahashi, “Ghost of tsunami dead and kokoro no kea in 
Japan’s religious landscape”, Journal of Religion in Japan,  vol. 5, 
Issue 2-3, pp. 176-198, 2016.

《新聞報道等》
産経新聞（2016年5月7日）被災者の心ケア　 悩み聞き寄り添う　
臨床宗教師が活動本格化
朝日新聞夕刊（2016年5月9日）被災の痛み、話してほしい　 「臨
床宗教師」各地から　熊本地震
【TV】MBS毎日放送「ちちんぷいぷい」（2016年6月14日）＜
石田ジャーナル＞悩みに寄り添う臨床宗教師
【TV】NHKクローズアップ現代（2016年8月25日）“穏やかな
死”を迎えたい ～医療と宗教 新たな試み～

その他約20件（省略）

寄附者（順不同）
阿倍文彦
旭　日重
東谷宗弘
應典院秋田光彦
伊藤美由紀
井桁雄弘
井出存祐
磯前順一
石井前琮
池上良正
飯降多鶴
産業医OHPA 池内龍太郎
打本弘祐
株式会社AIM
昭覚山円照寺
岡田真美子
岡部いく子
大川千鶴子
大村英昭
歓樂寺 井川裕覚
川邊常次
桐原健真
木村雅恵
木村久雄
黒川雅代子
龍源山功徳院
健裕会永冨脳神経外科病院
金光教浦和教会
株式会社小島鐵工所
光源寺
笹邊量智
佐藤千栄子
佐藤智眼
斎藤軍記
坂田安儀
酒井介山
塩尻和子
室原会菊南病院
常光寺辻村元喜
新宮幸子
正福寺石原真
清水勝彦
臨済宗妙心寺派新藏院
住吉大社　高井道弘
杉山真沙子
末木文美士
鈴木幸司
鈴木由利子

真宗大谷派専立寺
株式会社ソキエタス
たかみざわ医院
高橋通規
田中雅博
立石泰教
時宗長徳寺
塚崎直樹
時田暢彦
中村長二
中村博武
西岡祖秀
西郊良俊
根立広幸
袴田俊英
平野博
古川史博
二上寛弘
福田常男
栗原市普門寺
カール・ベッカー
辯天宗宗務庁大森光祥
大和教団保積秀胤
北海道神宮
本田幸一
本田真由美
間瀬啓允
丸石木材株式会社
松長有慶
宮澤君子
妙光寺
妙昌寺
森井敏晴
森田恭一郎
森由美子
山田常則
八筬ツヤ子
柳田邦男
洞林寺住職吉田俊英
吉野吾朗
曹洞宗龍松山養泉寺
日蓮宗立像寺
龍津寺勝野秀敏
わたなべクリニック
鷲阪惠子
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寄附者（順不同、前頁より続く）

東北大学文学研究科実践宗教学寄附講座は宗教界など各方面からの寄附金によって維持運営さ
れています。寄附者の方々をここに記し感謝申し上げます。
日 本 基 督 教 団 
南西ドイツ宣教会
(EMS: Evangelical Mission in Solidarity) 
宮城県宗教法人連絡協議会
清水寺 
聖観音宗浅草寺
融通念佛宗音羽山観音寺
浄土真宗本願寺派真覚寺
真宗大谷派常念寺
融通念佛宗西方寺 
日本ナザレン教団
宗教法人みんなの寺
天理教臨床宗教師
龍谷大学実践真宗学研究科教員有志

日本宗教連盟 
真宗教団連合 
全真言宗青年連盟
日蓮宗妙興寺
日蓮宗実相寺
秩父神社
竹駒神社
千勝神社
神習教
念法眞教
曹洞宗崇禅寺
曹洞宗島田地蔵寺
真言宗智山派大聖寺
日蓮宗法音寺
天台真盛宗新光寺

実践宗教学寄附講座
　鈴木岩弓　実践宗教学寄附講座教授（兼任）
　谷山洋三　実践宗教学寄附講座准教授
　高橋　原　実践宗教学寄附講座准教授

　980-8576
　宮城県仙台市青葉区川内27-1
　東北大学文学研究科内
　実践宗教学寄附講座
　022-795-3831(T/F)
   j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp
   http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/

編集後記
　 実践宗教学寄附講座の設置から５年目、臨床宗教師研修
は10回目、本誌も第10号の節目となりました。ここまで来
られたのも皆様のご支援の賜物と感謝申し上げます。種智
院大学の臨床宗教師研修からも第１回の修了生が生まれま
した。これからは様々な背景を持つ宗教同士の連携がます
ます重要になってきます。下の写真は五月の研修で訪れた
石巻市渡波です。穏やかで明るい海が広がっていますが、
一方で、まだひっきりなしに大型トラックが行き交う場所
もあり、復興いまだしを感じさせます。これは熊本がこれ
からたどる道でもあり
ます。九州臨床宗教師
会では引き続き支援
金・義援金を募集して
います。よろしくお願
い 申 し 上 げ ま す 。
（た）
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当講座は、全日本仏教会の「推薦団体」、日本宗教連盟の
「後援団体」として認定を受けています。
ご寄附のお申し込みにつきましては下記までお問い合わ
せください。なお、寄附金には法人税法・所得税法によ
る税制上の優遇措置があります。
　東北大学文学研究科内実践宗教学寄附講座
　　TEL: 022-795-3831(FAX兼)
　　E-mail: j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp

各地臨床宗教師会連絡先
北海道東北　ht.rinshushikai@gmail.com（事務局）
　　　関東　kanto.rinsyo.syukyoshi@gmail.com（事務局）
　　　中部　tanaka.amitabha@gmail.com（田中至道）
　　　関西　shimidzu_masahiko@yahoo.co.jp（清水正彦）
　中国地方　bluefrog@gmail.com（桝野統胤）
　　　九州　k.rinsyu@gmail.com （事務局）
日本臨床宗教師会事務局　sicj@g-mail.tohoku-university.jp
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九州臨床宗教師会災害対策本部
　ゆうちょ銀行振替口座　１７４３０-８２９０７２６１
（他金融機関から　店名 七四八 店番748  普通 8290726）

公益財団法人世界宗教者平和会議(WCRP)日本委員会
立正佼成会一食平和基金 
真如苑
公益財団法人新日本宗教団体連合会
一般財団法人ありがとうインターナショナル
日本キリスト教協議会エキュメニカル震災対策室 
財団法人東北ディアコニア
特定非営利活動法人神道国際学会
特定非営利活動法人世界開発協力機構


